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中
国
の
朝
鮮
戦
争
第
一

　
　
　
　
三
八
度
線
と
停
戦
協
議

次
、
第
二
次
戦
役

安

田

淳
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戦
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線
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中
国
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国
連
外
交
と
三
八
度
線
の
認
識

結
　
語第

一
章
　
問
題
の
所
在

　
中
国
人
民
志
願
軍
（
以
下
、
志
願
軍
と
略
す
）
は
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
九
日
夜
、
密
か
に
中
朝
国
境
を
越
え
、
北
朝
鮮
へ
入
っ
た
。
そ

し
て
六
日
後
の
二
五
日
、
韓
国
軍
と
の
間
に
最
初
の
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
側
に
と
っ
て
国
連
軍
の
仁
川
上
陸
後
圧
倒
的
劣
勢
に
あ

っ
た
戦
局
は
、
そ
の
後
の
志
願
軍
に
よ
る
第
一
次
戦
役
（
一
〇
月
二
五
日
～
一
一
月
五
日
）
、
第
二
次
戦
役
（
二
月
二
五
日
～
一
二
月
二
四
日
）

に
よ
っ
て
大
き
く
転
換
し
、
国
連
軍
を
三
八
度
線
ま
で
押
し
戻
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
志
願
軍
は
一
二
月
三
一
日
か
ら
第
三
次
戦
役

を
発
動
し
（
～
一
九
五
一
年
一
月
八
日
）
ソ
ウ
ル
を
も
陥
落
さ
せ
て
北
緯
三
七
度
線
ま
で
最
南
下
し
た
が
、
そ
の
後
国
連
軍
の
反
撃
は
激
し
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さ
を
増
し
、
一
九
五
一
年
五
月
に
は
三
八
度
線
付
近
で
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
一
〇
日
、
六
月
二
一
二
日
の
国
連
ソ
連
代

表
マ
リ
ク
の
和
平
提
案
に
基
づ
き
中
朝
側
と
国
連
側
と
の
休
戦
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
皿
九
五
〇
年
代
の
中
国
の
安
全
保
障
を
考
察
す
る
際
に
、
中
国
の
朝
鮮
戦
争
介
入
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
改
め
て
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
介
入
決
定
過
程
の
解
明
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
し
か
し
介
入
を
決
定
し
、

実
行
し
た
中
国
が
次
に
直
面
す
る
の
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
戦
争
を
展
開
し
、
ど
の
よ
う
に
終
結
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
分
析
す
る
こ
と
な
し
に
こ
の
時
期
の
中
国
の
安
全
保
障
構
想
や
対
外
認
識
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
こ
れ

ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
と
く
に
第
三
次
戦
役
直
前
ま
で
の
段
階
を
対
象
に
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
戦
役
、
第
二
次
戦
役
が

中
国
に
と
っ
て
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
、
し
か
し
そ
の
中
で
は
志
願
軍
の
多
く
の
問
題
が
露
呈
し
、
毛
沢
東
と
彰
徳
懐
と
の
確
執
が
生
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
第
二
次
戦
役
後
毛
沢
東
が
三
八
度
線
を
越
え
る
こ
と
を
督
促
し
た
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

彰
徳
懐
が
不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
中
国
側
資
料
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
際
に
こ
の
両
戦
役
が
中
国
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
進
展
し
て
行
っ
た
か
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
最
近
中
国
側
か
ら
資
料
が
不
十
分
な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
始
め

た
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
だ
本
格
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
国
連
や
英
国
等
か
ら
停
戦
協
議
の
申
し
入

れ
は
行
な
わ
れ
た
が
、
中
国
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
。
第
三
次
戦
役
終
了
後
、
中
朝
側
に
と
っ
て
最
も
戦
況
が
有
利
で

あ
っ
た
際
に
国
連
の
停
戦
提
案
を
拒
否
し
た
の
は
一
面
当
然
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
、
中
国

の
強
硬
姿
勢
や
そ
の
後
の
休
戦
交
渉
受
け
入
れ
の
要
因
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
九
五
一
年
七
月
に
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ま
る
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
交
渉
は
、
「
中
断
し
た
り
継
続
し
た
り
、
戦
闘
し
な
が
ら
交
渉
す
る
と
い
う
複
雑
な
」
過
程
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
比
較
的
順
調
に
推
移
し
た
第
一
次
、
第
二
次
戦
役
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。
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第
二
章
第
一
次
戦
役

中国の朝鮮戦争第一次、第二次戦役

　
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
九
日
夜
、
志
願
軍
は
三
方
向
か
ら
北
朝
鮮
へ
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
四
〇
軍
は
安
東
（
現
在
の
丹
東
）
か
ら

球
場
、
徳
川
、
寧
遠
地
区
へ
、
第
三
九
軍
は
同
じ
く
安
東
及
び
長
旬
河
口
か
ら
主
と
し
て
亀
城
、
泰
川
地
区
へ
、
そ
し
て
第
四
二
軍
及
び

そ
れ
に
続
く
第
三
八
軍
は
輯
安
（
現
在
の
集
安
）
か
ら
社
倉
里
、
五
老
里
地
区
及
び
江
界
へ
と
い
う
経
路
で
あ
っ
た
。
志
願
軍
の
当
初
の

目
標
は
、
専
ら
韓
国
軍
「
数
個
師
団
を
残
滅
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
情
勢
が
中
国
側
に
有
利
と
な
る
と
認

　
　
　
　
（
4
）

識
さ
れ
て
い
た
。
志
願
軍
が
韓
国
軍
と
交
戦
す
る
こ
と
で
、
「
元
山
・
平
壌
線
以
北
の
山
岳
地
区
に
朝
鮮
の
根
拠
地
を
獲
得
」
し
、
「
朝
鮮

人
民
を
奮
起
さ
せ
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
劣
勢
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
北
朝
鮮
軍
の
勢
力
回
復
を

意
図
し
た
の
で
あ
る
。
志
願
軍
総
司
令
員
彰
徳
懐
は
志
願
軍
が
平
壌
・
元
山
線
以
北
の
山
岳
地
区
に
進
攻
す
る
こ
と
で
そ
の
地
域
を
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

す
れ
ば
、
米
韓
軍
の
北
上
を
止
め
、
そ
の
間
に
装
備
を
整
え
訓
練
を
ほ
ど
こ
す
時
間
を
獲
得
で
き
る
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
米
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
の
交
戦
を
避
け
、
韓
国
軍
と
の
戦
闘
の
み
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
志
願
軍
の
準
備
不
足
か
ら
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
米
軍
の
主
力
は
ま
だ
三
八
度
線
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
は
、
国
連
軍
が
北
上
す
る
戦
機
を
捉
え
て

参
戦
し
、
そ
の
北
上
を
止
め
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
を
見
出
し
た
と
同
時
に
、
し
か
し
直
接
米
軍
と
交
戦
す
る
前
に
十
分
な
時
間
を
必
要

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
韓
国
軍
の
進
軍
速
度
は
速
か
っ
た
。
一
〇
月
二
〇
日
、
朝
鮮
半
島
西
部
戦
線
で
は
志
願
軍
が
予
定
し
た
防
御
地
区
ま
で
九
〇
キ
ロ

か
ら
一
三
〇
キ
ロ
の
地
点
に
ま
で
韓
国
軍
が
迫
り
、
東
部
戦
線
で
は
す
で
に
予
定
地
区
ま
で
到
達
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
一
〇
月
二
一
日
、

彰
徳
懐
等
関
係
者
に
対
し
て
初
め
て
具
体
的
な
配
置
を
提
示
し
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
、
そ
の
作
戦
は
追
撃
を
含
め
て
七
日
間
か
ら
一
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

間
か
か
る
と
見
積
も
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
同
日
、
第
一
三
兵
団
司
令
部
を
志
願
軍
司
令
部
に
改
組
す
る
こ
と
を
伝
え
る
電
報
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

中
で
、
迅
速
な
軍
事
行
動
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
志
願
軍
司
令
部
は
二
一
日
二
一
時
、
当
初
の
配
置
を
変
更
し
た
。
毛
沢
東
が
こ
う
し
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て
迅
速
な
軍
事
行
動
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
彰
徳
懐
も
一
〇
月
二
二
日
に
毛
沢
東
へ
宛
て
た
電
報
の
中
で
、
「
機
動
は
速
け
れ
ば
速
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

ほ
ど
よ
い
」
と
応
え
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
九
軍
あ
る
い
は
第
四
〇
軍
の
一
部
が
妙
香
山
、
杏
川
洞
線
へ
進
出
す
る
こ
と
、
第
三
九
軍
、

第
四
〇
軍
主
力
は
温
井
、
雲
山
線
か
ら
東
へ
進
攻
す
る
こ
と
、
第
三
八
軍
は
杏
川
洞
か
ら
寧
辺
、
徳
川
を
攻
撃
す
る
こ
と
、
第
四
二
軍
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

迅
速
に
長
津
に
集
結
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
中
国
の
基
本
的
な
戦
略
、
す
な
わ
ち
一
定
地
域
を
獲
得
し
て
時
間
を
か
せ
ぎ
、
反
攻
の
条
件
を
整
え
る
と
い
う
方
針
に
変
更
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彰
徳
懐
は
一
〇
月
二
二
日
二
一
時
に
中
央
軍
事
委
員
会
へ
宛
て
た
電
報
の
中
で
、
「
半
年
間
の
わ
が
軍
の
基
本

方
針
は
、
長
津
、
煕
川
、
亀
城
以
北
の
山
岳
地
区
と
長
旬
河
口
、
輯
安
、
臨
江
線
の
渡
河
交
通
を
維
持
し
、
時
間
を
勝
ち
取
り
、
反
攻
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

件
を
準
備
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
毛
沢
東
は
「
貴
殿
の
方
針
は
穏
当
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
穏
当
な
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

点
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
で
き
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
」
と
同
意
し
た
。
こ
こ
で
毛
沢
東
は
、
第
一
に
突
発
的
に
韓
国
軍
数
個

師
団
を
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
か
、
第
二
に
敵
の
航
空
攻
撃
で
ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
生
ず
る
か
、
第
三
に
米
軍
が
師
団
を
増
援
す
る
前
に
韓

国
軍
、
米
軍
各
数
個
師
団
を
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
三
点
が
戦
局
を
決
定
す
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
「
今
後

数
ヵ
月
以
内
に
経
験
が
得
ら
れ
る
し
、
証
明
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛
沢
東
は
韓
国
軍
数
個
師
団
を
迅
速
に
全
滅
さ
せ
る

戦
術
の
背
後
で
、
比
較
的
長
期
的
な
戦
略
を
た
て
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
毛
沢
東
は
、
大
都
市
と
そ
の
周
辺
以

外
の
「
地
方
の
敵
は
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
各
個
に
残
滅
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
た
と
え
米
国
が
さ
ら
に
数
個
師
団
を
増
援
し
た
と
し
て
も
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
各
個
に
繊
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
米
国
に
わ
が
方
と
の
外
交
渉
を
行
な
う
よ
う
に
迫
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
の
交
戦
以
前
か
ら
米
国
と
の
外
交
交
渉
を
す
で
に
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
韓
国
軍
の
迅
速
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

機
動
に
対
応
す
べ
く
、
毛
沢
東
の
指
示
が
続
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
一
方
韓
国
軍
や
国
連
軍
は
ま
だ
中
国
の
参
戦
を
察
知
し
て
い
な
か
っ
た
。
志
願
軍
は
そ
の
状
況
を
利
用
し
、
隠
密
裡
に
行
軍
を
進
め
て

（
1
7
）

い
た
。
た
だ
し
そ
の
速
度
は
夜
間
の
徒
歩
に
よ
る
行
軍
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
山
岳
路
が
狭
隆
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
遅
々
と
し
て
お
り
、
一
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（
1
8
）

O
月
二
五
日
早
朝
の
段
階
で
も
予
定
作
戦
地
区
ま
で
ま
だ
二
〇
キ
ロ
か
ら
五
〇
キ
ロ
を
残
し
て
い
た
。
一
〇
月
二
五
日
一
七
時
に
発
せ
ら

れ
た
毛
沢
東
か
ら
彰
徳
懐
等
へ
の
電
報
で
、
「
敵
は
す
で
に
わ
が
軍
に
気
づ
き
始
め
た
」
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
同
日
七
時
頃
、

韓
国
軍
第
一
師
団
の
先
頭
部
隊
が
、
雲
山
か
ら
温
井
へ
至
る
道
路
に
お
い
て
志
願
軍
第
四
〇
軍
第
一
二
〇
師
団
と
つ
い
に
戦
火
を
交
え
、

ま
た
同
日
一
〇
時
頃
、
同
じ
く
韓
国
軍
第
六
師
団
の
先
頭
部
隊
が
、
温
井
か
ら
両
水
洞
地
区
へ
北
進
し
た
と
こ
ろ
で
志
願
軍
第
四
〇
軍
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

一
一
八
師
団
か
ら
の
攻
撃
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
志
願
軍
に
よ
る
実
際
の
戦
闘
行
動
が
開
始
さ
れ
た
。
志
願
軍
に
は
前
述
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

四
個
軍
に
、
二
個
軍
（
第
六
六
及
び
第
五
〇
軍
）
が
加
わ
り
、
合
計
六
個
軍
約
二
六
万
人
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。
同
日
二
一
時
、
彰
徳
懐
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

中
央
軍
事
委
員
会
に
対
し
て
若
干
の
戦
術
変
更
を
建
議
し
て
い
る
。
緒
戦
は
か
な
り
混
乱
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
策
定
方
針
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
毛
沢
東
は
一
〇
月
二
六
日
一
四
時
に
承
認
を
与
え
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
こ
こ
で
、

「
わ
が
軍
の
最
初
の
戦
役
は
上
述
し
た
韓
国
軍
三
個
師
団
の
残
滅
を
目
標
と
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
「
そ
の
後
改
め
て
米
英
軍
と
戦
闘
す

る
」
と
い
う
こ
と
も
再
確
認
し
た
。
同
日
五
時
に
毛
沢
東
は
、
第
三
八
、
三
九
、
四
〇
軍
に
米
英
軍
と
の
戦
闘
を
回
避
す
る
よ
う
指
示
し

　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
い
た
。
や
は
り
韓
国
軍
と
の
戦
闘
に
加
え
て
国
連
軍
と
も
同
時
に
戦
火
を
交
え
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
】
○
月
二
六
日
午
後
、
彰
徳
懐
は
志
願
軍
緊
急
党
委
員
会
を
召
集
し
、
「
カ
ギ
と
な
る
の
は
各
軍
が
戦
機
を
捉
え
、
大
胆
に
突
進
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

敵
を
包
囲
残
滅
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
二
七
日
一
三
時
、
彰
徳
懐
か
ら
各
軍
へ
具
体
的
な
配
置
が
命
じ
ら
れ
た
。
毛
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

東
は
こ
れ
に
た
だ
ち
に
同
意
し
た
。
一
〇
月
二
八
日
夜
、
志
願
軍
は
行
動
を
開
始
し
、
ま
ず
第
四
〇
軍
主
力
が
温
井
か
ら
東
へ
展
開
し
た
。

第
三
八
軍
は
煕
川
の
敵
を
米
軍
と
誤
認
し
た
た
め
戦
機
を
逃
し
、
そ
の
後
遅
れ
て
煕
川
か
ら
南
の
球
場
へ
展
開
し
た
。
第
三
九
軍
は
雲
山

の
韓
国
軍
第
一
師
団
を
三
方
向
か
ら
包
囲
し
、
第
六
六
軍
は
亀
城
以
西
の
地
区
へ
展
開
し
た
。
第
五
〇
軍
は
安
東
及
び
輯
安
の
二
手
に
わ

か
れ
て
後
方
の
安
全
確
保
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
志
願
軍
は
、
一
〇
月
三
〇
日
ま
で
に
古
軍
営
洞
、
塔
洞
、
泰
川
、
雲

山
、
温
井
、
煕
川
を
結
ぶ
線
上
に
展
開
を
完
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
三
〇
日
二
〇
時
、
毛
沢
東
は
彰
徳
懐
に
対
し
、
戦
役
展
開
が

完
了
し
た
こ
と
を
承
認
し
た
。
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（
2
9
）

　
一
一
月
一
日
九
時
、
彰
徳
懐
か
ら
戦
闘
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
同
日
一
七
時
、
ま
ず
第
三
九
軍
が
雲
山
攻
撃
を
開
始
し
翌
二
日
朝
ま
で

に
同
地
を
占
領
し
た
。
こ
の
戦
闘
は
、
志
願
軍
が
劣
勢
の
装
備
に
よ
っ
て
近
代
的
装
備
を
有
す
る
米
軍
を
「
初
め
て
残
滅
し
た
」
戦
闘
で

　
　
　
　
　
（
3
0
）

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
第
四
〇
軍
は
一
一
月
一
日
夜
、
寧
辺
へ
進
攻
し
た
が
、
韓
国
軍
第
一
師
団
に
阻
止
さ
れ
、
寧
辺
包
囲
は
完
遂
さ
れ
な

か
っ
た
。
第
三
八
軍
主
力
は
一
一
月
一
日
一
八
時
に
球
場
を
占
領
し
た
後
、
さ
ら
に
清
川
江
左
岸
に
沿
っ
て
前
進
し
、
二
日
一
八
時
に
は

院
里
地
区
を
占
領
し
た
。
第
六
六
軍
主
力
は
亀
城
以
西
地
区
に
お
い
て
米
軍
第
二
四
師
団
の
進
攻
を
阻
止
し
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
戦
況

は
中
国
に
と
っ
て
比
較
的
順
調
に
進
展
し
た
が
、
一
一
月
二
日
一
九
時
、
毛
沢
東
は
彰
徳
懐
等
に
宛
て
て
「
半
月
以
内
に
任
務
が
達
成
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

き
れ
ば
大
変
良
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
第
三

八
軍
は
第
三
九
、
第
四
〇
、
第
六
六
軍
が
主
と
し
て
北
西
地
区
か
ら
韓
国
軍
、
国
連
軍
を
阻
止
、
追
撃
す
る
の
に
対
し
て
、
北
東
方
向
か
ら
、

す
な
わ
ち
側
面
か
ら
深
く
進
入
し
、
敵
を
南
北
に
分
断
し
た
上
、
さ
ら
に
平
壌
付
近
に
ま
で
南
進
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り

こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
平
壌
地
区
に
い
た
米
軍
四
個
師
団
を
脅
か
す
と
い
う
使
命
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
こ
の
こ

と
を
戦
略
的
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
二
月
三
日
、
韓
国
軍
、
国
連
軍
は
航
空
機
、
火
砲
、
戦
車
の
掩
護

の
下
で
撤
退
を
開
始
し
た
。
彰
徳
懐
は
各
軍
に
対
し
て
「
い
か
な
る
方
法
を
取
っ
て
で
も
迅
速
に
敵
を
捕
捉
し
、
逃
が
す
な
」
と
命
じ
る

と
同
時
に
、
第
三
八
軍
に
対
し
て
は
改
め
て
「
敵
と
後
方
と
の
連
絡
を
切
断
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
だ
が
第
三
八
軍
は
指
定
さ
れ
た
地
点
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

到
達
で
き
ず
、
敵
の
大
部
分
を
捕
捉
し
得
な
か
っ
た
。
国
連
軍
、
韓
国
軍
主
力
は
四
日
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
清
川
江
南
岸
ま
で
後
退
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
こ
こ
に
お
い
て
一
一
月
四
日
一
五
時
、
彰
徳
懐
は
戦
役
の
「
終
了
」
を
中
央
軍
事
委
員
会
に
報
告
し
た
。
こ
こ
で
彰
徳
懐
は
「
こ
の
戦

役
の
勝
利
は
、
朝
鮮
北
部
の
人
心
を
安
定
さ
せ
、
わ
が
軍
を
安
定
し
た
基
盤
の
上
に
立
た
せ
、
戦
闘
の
継
続
を
堅
持
す
る
こ
と
に
と
っ
て

有
意
義
で
あ
る
」
と
評
価
し
つ
つ
も
、
全
般
的
に
情
況
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
は
後
述
す
る
彼
の
総
括
報
告
に
反

映
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
毛
沢
東
は
一
一
月
五
日
一
時
、
彰
徳
懐
へ
返
電
を
送
付
し
、
「
貴
殿
の
措
置
に
同
意
す
る
。
直
面
す
る
情
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

考
慮
し
て
決
定
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
他
面
で
、
当
面
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
が
軍
は
必
ず

388



中国の朝鮮戦争第一次・第二次戦役

元
山
、
順
川
鉄
道
以
北
の
区
域
に
戦
場
を
設
定
し
、
そ
の
区
域
で
敵
の
兵
力
を
消
耗
さ
せ
、
問
題
を
元
山
、
平
壌
線
の
正
面
に
据
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
の
こ
と
は
、
毛
沢
東
は
や
は
り
な
お
平
壌
を
脅
か
す
こ
と
に
戦
略
目
標
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
こ
こ
で
毛
沢
東
は
、
「
徳
川
、
球
場
、
寧
辺
以
北
、
以
西
の
区
域
を
後
方
と
す
る
こ
と
は
、
長
期
の
作
戦
に
有
利
で
あ
る
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
今
後
の
作
戦
は
長
期
に
及
ぶ
こ
と
を
予
測
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
陳
雲
は
二
月

一
五
日
の
第
二
回
全
国
財
政
会
議
に
お
い
て
、
戦
争
発
展
の
可
能
性
に
つ
い
て
「
隣
国
で
は
戦
争
を
し
、
国
内
は
爆
撃
さ
れ
る
」
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

予
測
し
、
翌
年
の
財
政
経
済
活
動
方
針
を
長
期
的
な
戦
争
の
遂
行
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
毛
沢
東
の
一
一
月
五
日
の
電
報
に
対
し
て
彰
徳
懐
は
二
月
八
日
一
五
時
、
中
央
軍
事
委
員
会
に
宛
て
て
電
報
を
発
し
、
「
わ
が
方
は

鋭
気
を
養
っ
て
疲
労
し
た
敵
兵
を
待
ち
、
ま
た
後
方
の
補
給
に
便
利
な
よ
う
に
、
な
お
敵
を
深
く
誘
い
込
み
各
個
に
残
滅
す
る
方
針
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

る
」
こ
と
等
を
伝
え
た
。
ま
た
彰
徳
懐
は
、
第
九
兵
団
が
合
流
し
て
敵
を
誘
い
出
し
た
際
に
は
、
第
三
九
、
第
四
〇
、
第
六
六
軍
を
集
中

し
て
徳
川
及
び
そ
の
以
南
へ
進
攻
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
り
、
「
戦
場
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
は
、
持
久
戦
に
有
利
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

彰
徳
懐
も
基
本
的
に
前
述
し
た
毛
沢
東
の
戦
略
に
同
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
毛
沢
東
も
翌
九
日
、
「
た
だ
ち
に
こ
れ
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

た
が
っ
て
着
実
に
実
行
し
て
ほ
し
い
」
と
返
電
し
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
こ
こ
で
「
今
月
か
ら
一
二
月
初
め
ま
で
の
一
ヵ
月
以
内
に
東
西
両

戦
線
で
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
回
の
戦
闘
を
行
な
い
、
合
計
で
敵
七
、
八
個
連
隊
を
残
滅
し
、
戦
線
を
平
壌
、
元
山
間
の
鉄
道
線
区
域
ま
で
押

し
進
め
れ
ば
、
わ
が
軍
は
基
本
的
に
勝
利
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
記
し
、
そ
の
戦
略
目
標
と
時
間
を
さ
ら
に
具
体
的
に
明
示
し
た
。
こ
の

こ
と
を
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
ヘ
宛
て
た
電
報
に
お
い
て
、
「
私
の
観
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
朝
鮮
の
戦
局
は
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

る
」
と
記
し
、
中
国
側
が
攻
勢
に
転
ず
る
見
通
し
を
示
し
て
い
た
。

　
二
月
一
三
日
、
彰
徳
懐
は
大
楡
洞
で
志
願
軍
第
一
回
党
委
員
会
拡
大
会
議
を
召
集
し
、
「
入
朝
作
戦
第
一
次
戦
役
の
基
本
総
括
及
び

第
二
段
作
戦
方
針
」
と
題
す
る
報
告
を
行
な
っ
た
。
彰
徳
懐
は
こ
こ
で
ま
ず
「
入
朝
作
戦
最
初
の
戦
役
は
す
で
に
基
本
的
に
終
了
し
、
勝

利
し
た
」
と
宣
言
し
な
が
ら
も
、
「
今
回
潰
走
さ
せ
た
敵
は
多
い
が
繊
滅
し
た
敵
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
客
観
的
原
因
は
、
時
間
が
慌
た
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だ
し
く
、
準
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
山
岳
密
林
で
、
道
路
に
不
慣
れ
で
あ
り
、
言
語
も
通
じ
な
か
っ
た
こ
と
、
敵
が
散
開
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

て
捕
虜
に
し
難
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
」
と
分
析
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
「
以
上
の
こ
う
し
た
客
観
的
原
因
以
外
に
、
そ
の
主
要
な
原

因
は
や
は
り
戦
術
的
な
欠
点
で
あ
る
」
と
厳
し
く
断
じ
た
。
さ
ら
に
彼
は
「
若
干
の
重
要
な
幹
部
は
敵
を
過
大
に
評
価
し
、
大
胆
に
敵
の

退
路
を
断
ち
切
ろ
う
と
せ
ず
、
袋
の
ネ
ズ
ミ
と
な
っ
た
敵
に
全
て
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
分
散
し
て
む
こ
う
み
ず
に
進
み
、
安
定

し
て
い
な
い
小
部
隊
の
敵
の
攻
撃
に
対
し
て
強
大
な
敵
が
死
守
す
る
陣
地
に
対
す
る
攻
撃
方
法
を
取
り
、
時
機
を
失
し
た
」
と
述
べ
た
。

こ
こ
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
第
三
八
軍
と
第
六
六
軍
で
あ
っ
た
。
彰
徳
懐
は
「
こ
の
両
軍
が
う
ま
く
や
ら
な
か
っ
た
た
め
、
戦

役
全
体
の
敵
退
路
を
遮
断
す
る
包
囲
計
画
の
目
的
が
達
成
で
き
ず
、
こ
の
た
め
敵
二
、
三
個
師
団
を
残
滅
で
き
る
と
い
う
戦
役
計
画
は
未

完
成
で
あ
る
」
と
、
そ
の
怒
り
を
あ
ら
わ
し
た
。
他
方
で
彼
は
今
回
の
勝
利
の
意
義
は
、
第
一
に
「
朝
鮮
北
部
の
戦
局
を
安
定
さ
せ
、
友

軍
に
収
拾
し
整
頓
訓
練
す
る
時
間
を
あ
た
え
た
」
こ
と
、
第
二
に
「
志
願
軍
の
朝
鮮
北
部
に
お
け
る
基
盤
を
固
め
た
」
こ
と
、
第
三
に

「
新
た
な
経
験
を
得
た
」
こ
と
、
第
四
に
「
正
義
の
戦
争
と
い
う
影
響
力
を
拡
大
し
、
勝
利
へ
の
自
信
を
深
め
た
」
こ
と
を
挙
げ
た
。
彰

徳
懐
は
部
隊
の
戦
術
行
動
を
部
隊
指
揮
官
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
是
正
を
求
め
た
と
同
時
に
、
中
央
の
政
策
決
定
と
そ
の
措
置
を
政
治
的

に
高
く
評
価
し
た
。
し
た
が
っ
て
当
面
の
軍
事
指
導
方
針
に
つ
い
て
も
、
「
運
動
戦
、
陣
地
戦
、
遊
撃
戦
を
相
結
合
」
さ
せ
、
「
優
勢
な
兵

力
、
火
力
を
集
中
し
て
敵
を
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
包
囲
し
、
各
個
に
敵
を
残
滅
す
る
」
と
い
う
戦
法
を
な
お
採
用
す
る
と
述
べ
る
と
同
時

に
、
「
統
一
戦
線
政
策
」
、
「
正
確
な
合
理
的
負
担
の
財
政
政
策
」
、
適
切
な
「
粛
正
政
策
」
、
「
正
確
な
捕
虜
政
策
」
、
「
群
衆
規
律
と
群
衆
工

作
」
も
ま
た
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
う
し
た
政
治
的
側
面
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
障
害
は
生
じ
て
い
た
こ
と
が
推

　
　
（
4
0
）

測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
彰
徳
懐
は
今
後
の
対
応
に
関
し
、
敵
が
ま
だ
進
攻
し
て
く
る
可
能
性
は
高
い
と
み
て
、
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

対
峙
す
る
な
ら
ば
、
休
息
、
整
頓
、
訓
練
の
時
間
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
断
す
る
。
彰
徳
懐
の
い
う
休
息
、
整
頓
、
訓
練
は
、

将
来
の
大
規
模
反
攻
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
に
戦
線
を
押
し
進
め
、
敵
を
圧
倒
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
将
来
大
挙
し
て
反
攻
す
る
た
め
に
、
今
年
中
に
も
う
一
回
交
戦
し
、
戦
場
を
平
壌
、
元
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山
地
区
へ
押
し
進
め
、
改
め
て
敵
の
少
な
く
と
も
六
、
七
個
連
隊
を
消
滅
さ
せ
、
敵
を
進
攻
態
勢
か
ら
防
御
態
勢
へ
転
じ
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
が
戦
線
を
平
壌
、
元
山
地
区
ま
で
進
め
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
こ
と
と
関
連
し

て
、
彰
徳
懐
は
将
来
の
大
規
模
反
攻
に
備
え
る
休
息
等
の
た
め
に
戦
線
を
同
地
区
ま
で
進
め
よ
う
と
構
想
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
て
お

き
た
い
。
こ
れ
に
対
し
毛
沢
東
は
、
米
、
英
、
仏
に
は
「
悲
観
的
な
雰
囲
気
が
立
ち
込
め
て
い
る
。
わ
が
軍
が
た
く
さ
ん
勝
ち
、
数
万
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

敵
軍
を
職
滅
し
さ
え
す
れ
ば
、
国
際
情
勢
全
体
が
変
化
し
得
る
で
あ
ろ
う
」
と
大
き
な
展
望
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
毛
沢
東
と
彰
徳
懐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

と
が
、
さ
ら
に
戦
闘
を
続
行
し
戦
線
を
押
し
進
め
る
点
で
は
一
致
し
て
い
て
も
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
微
妙
な
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。第

三
章
　
第
二
次
戦
役

中国の朝鮮戦争第 一次、第 二次戦役

　
こ
う
し
て
志
願
軍
は
、
第
二
次
戦
役
の
準
備
に
着
手
し
、
二
貝
二
日
一
八
時
、
彰
徳
懐
か
ら
各
軍
に
対
し
て
そ
の
作
戦
方
針
が
提

　
　
（
4
4
）

示
さ
れ
た
。
西
部
戦
線
に
お
い
て
は
い
っ
た
ん
清
川
江
以
南
ま
で
撤
退
し
た
韓
国
軍
と
国
連
軍
が
一
一
月
七
日
か
ら
再
び
そ
の
北
西
岸
で

あ
る
長
新
洞
、
古
城
洞
、
龍
山
洞
、
寧
辺
及
び
龍
門
山
、
寺
洞
線
ま
で
進
出
し
て
い
た
。
国
連
軍
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
空
軍
に
対

し
て
大
規
模
爆
撃
を
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
下
で
ま
ず
、
志
願
軍
の
後
続
部
隊
と
し
て
第
九
兵
団
の
第
二
〇
、
第
二
六
、
第
二
七
軍

が
輯
安
、
臨
江
か
ら
秘
密
裡
に
鴨
緑
江
を
渡
り
、
東
部
戦
線
で
の
作
戦
任
務
に
赴
い
た
。
こ
こ
に
志
願
軍
第
一
線
は
九
個
軍
四
五
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

（
う
ち
戦
闘
兵
員
は
三
八
万
人
）
を
擁
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
前
述
し
た
一
二
日
一
八
時
の
命
令
に
よ
り
、
北
東
か
ら
南
西
へ
流
れ

る
清
川
江
中
流
の
東
岸
に
お
い
て
、
第
三
八
軍
は
主
と
し
て
球
場
を
目
標
に
、
第
四
二
軍
は
主
と
し
て
寧
遠
、
徳
川
を
目
標
に
進
攻
し
、

第
四
〇
、
第
三
八
軍
は
寧
辺
、
博
川
、
龍
山
洞
ま
で
前
進
し
、
第
四
二
軍
は
清
川
江
東
岸
で
退
却
す
る
敵
の
側
翼
を
攻
撃
す
る
よ
う
配
置

さ
れ
た
。
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こ
の
配
置
は
翌
二
二
日
二
三
時
の
電
報
で
さ
ら
に
目
標
を
絞
り
込
ま
れ
、
と
り
わ
け
西
部
戦
線
左
翼
の
第
四
二
軍
と
第
三
八
軍
は
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

日
夜
攻
撃
を
開
始
し
、
徳
川
地
区
の
韓
国
軍
第
七
、
第
八
師
団
を
全
滅
さ
せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
月
壬
二
日
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

時
毛
沢
東
は
彰
徳
懐
等
に
宛
て
て
返
電
を
発
し
、
若
干
の
補
足
、
修
正
を
指
示
し
た
。
そ
の
主
旨
は
翌
二
四
日
七
時
に
彰
徳
懐
か
ら
第
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

兵
団
に
宛
て
ら
れ
た
電
報
に
転
載
さ
れ
て
お
り
、
志
願
軍
司
令
部
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
同
じ
二
四
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
有
名
な
「
ク
リ
ス
マ
ス
攻
勢
」
を
宣
布
し
た
。
こ
の
時
彰
徳
懐
は
、
「
魚
を
釣
り
上
げ
る
に
は
、
魚

に
旨
い
と
こ
ろ
を
食
い
つ
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
れ
ま
で
負
け
た
こ
と
が
な
い
と
ホ
ラ
を
吹
い
て
い
る
が
、
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

局
の
と
こ
ろ
誰
が
誰
を
食
い
去
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
回
の
戦
役
を
見
て
い
ろ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
翌
二
五
日
夜
、
志
願
軍
は
反
撃

を
開
始
し
た
。
志
願
軍
は
「
故
意
に
弱
腰
な
と
こ
ろ
を
見
せ
、
敵
を
な
す
が
ま
ま
に
し
て
お
い
て
驕
り
高
ぶ
ら
せ
、
深
く
お
び
き
よ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

戦
術
を
取
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
予
定
通
り
ま
ず
第
三
八
、
第
四
二
軍
が
徳
川
、
寧
遠
地
区
の
韓
国
軍
第
七
、
師
団
を
攻
撃
し
、
翌
二
六

日
夕
刻
に
は
第
七
師
団
を
、
ま
た
同
日
払
暁
に
は
第
八
師
団
を
ほ
ぼ
壊
滅
さ
せ
た
。
毛
沢
東
は
一
一
月
二
八
日
、
「
韓
国
軍
第
二
軍
団
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

力
を
繊
滅
さ
せ
た
大
勝
利
を
祝
す
」
旨
の
電
報
を
発
し
て
い
る
。
こ
こ
で
毛
沢
東
は
、
米
軍
三
個
師
団
を
残
滅
さ
せ
る
こ
と
が
当
面
の
任

務
で
あ
る
と
し
、
そ
う
し
さ
え
す
れ
ば
「
全
て
の
局
面
は
非
常
に
有
利
と
な
る
」
と
述
べ
た
。

　
第
四
〇
軍
は
第
三
八
軍
に
協
力
し
米
軍
第
二
師
団
を
攻
撃
し
た
が
、
第
二
師
団
は
南
へ
潰
走
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
敵
の
分
割
と
い
う

任
務
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
彰
徳
懐
は
第
四
二
軍
に
対
し
、
第
三
八
軍
に
協
力
し
て
南
へ
潰
走
す
る
敵
の
阻
止
を
命
じ
た
。

こ
の
徳
川
、
寧
遠
地
区
で
の
戦
果
を
受
け
て
、
二
月
二
七
日
夜
、
第
九
兵
団
は
東
部
戦
線
で
も
攻
撃
を
開
始
し
た
。
第
三
八
軍
第
二

三
師
団
は
同
じ
二
七
日
夜
、
七
〇
キ
ロ
を
長
駆
し
て
借
川
、
平
壌
幹
線
道
路
上
の
要
衝
で
あ
る
三
所
里
を
攻
撃
し
、
翌
二
八
日
朝
に
は
こ

こ
を
占
領
し
た
。
米
軍
の
騎
兵
第
一
師
団
は
平
壌
か
ら
援
軍
に
駆
け
つ
け
た
英
軍
第
二
九
旅
団
と
と
も
に
こ
れ
に
猛
攻
撃
を
加
え
た
。
こ

れ
に
対
し
て
志
願
軍
も
西
部
戦
線
五
個
軍
を
こ
の
安
州
、
軍
隅
里
、
三
所
里
で
囲
ま
れ
る
三
角
形
の
地
域
へ
向
け
て
展
開
さ
せ
た
。
彰
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駝
）

懐
は
一
一
月
二
八
日
一
三
時
、
西
部
戦
線
各
軍
に
対
し
こ
の
地
域
へ
の
前
進
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
四
二
軍
は
左
翼
か
ら
ず
っ
と
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南
を
迂
回
し
、
安
州
方
向
か
ら
南
へ
退
却
す
る
敵
の
遮
断
を
命
じ
ら
れ
た
。
な
お
彰
徳
懐
は
、
第
四
二
軍
の
一
個
師
団
に
対
し
順
川
攻
略

後
、
順
川
南
の
慈
山
の
米
軍
第
九
軍
団
指
揮
所
を
攻
撃
し
、
こ
れ
に
成
功
す
れ
ば
平
壌
へ
向
か
っ
て
さ
ら
に
進
攻
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ

こ
で
初
め
て
彰
徳
懐
の
目
に
も
、
平
壌
が
い
わ
ば
射
程
距
離
に
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
命
令
の
末
尾
で
彰
徳
懐
は
、
「
こ
の
戦
役
は

朝
鮮
戦
局
と
の
関
係
が
極
め
て
大
き
く
、
一
切
の
困
難
を
克
服
し
、
こ
れ
を
巨
大
な
代
価
と
引
き
換
え
る
よ
う
希
望
す
る
」
と
述
べ
、
こ

の
戦
役
の
意
義
を
強
調
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
部
隊
の
疲
労
回
復
と
兵
帖
補
給
の
必
要
性
の
た
め
の
第
二
次
戦
役
と
い
う
意
義
を

考
え
て
い
た
彰
徳
懐
も
、
志
願
軍
の
快
進
撃
に
朝
鮮
戦
争
全
体
の
情
勢
を
転
化
さ
せ
る
と
い
う
積
極
的
意
義
を
考
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
推
測
で
き
る
。

　
東
部
戦
線
（
小
白
山
以
東
）
に
お
い
て
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
攻
勢
」
の
命
令
に
よ
っ
て
国
連
軍
が
長
津
湖
へ
進

攻
し
た
。
こ
れ
に
対
し
志
願
軍
は
第
九
兵
団
に
よ
る
三
方
か
ら
の
包
囲
作
戦
を
構
想
し
て
い
た
。
二
月
五
日
に
江
界
、
長
津
方
面
を
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

面
的
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
宋
時
輪
率
い
る
第
九
兵
団
は
、
米
軍
陸
戦
第
一
師
団
の
残
滅
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的
な
配
置
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

一
一
月
二
四
日
七
時
に
彰
徳
懐
か
ら
命
じ
ら
れ
た
。
第
九
兵
団
は
実
際
に
は
二
七
日
夜
、
長
津
湖
以
南
の
敵
に
対
し
て
攻
撃
を
開
始
し
た
。

だ
が
こ
の
兵
団
は
も
と
も
と
華
東
の
長
江
以
南
地
区
に
駐
屯
し
て
い
た
た
め
、
朝
鮮
半
島
東
北
部
の
酷
寒
に
適
応
せ
ず
、
凍
死
す
る
者
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

凍
傷
に
か
か
る
者
が
続
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
日
も
東
部
戦
線
で
は
大
雪
と
な
り
、
気
温
は
零
下
三
〇
度
前
後
に
ま
で
低
下
し
た
。
お
そ

ら
く
そ
う
し
た
情
況
を
憂
慮
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
彰
徳
懐
は
一
一
月
二
八
日
一
五
時
、
第
九
兵
団
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
電
報

を
発
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
米
軍
陸
戦
第
一
師
団
の
全
部
あ
る
い
は
大
部
分
を
残
滅
し
た
後
、
勝
ち
に
乗
じ
て
威
興
と
新
興
へ
進
攻
せ
よ
。

こ
の
両
都
市
を
攻
略
し
た
後
、
朝
鮮
東
北
戦
場
に
お
け
る
敵
の
陸
路
交
通
を
全
て
遮
断
す
れ
ば
、
米
軍
、
韓
国
軍
を
海
路
三
八
度
線
ま
で

撤
退
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
九
兵
団
は
威
興
、
新
興
地
区
で
越
冬
（
原
語
で
は
「
過
冬
」
）
し
て
も
よ
く
、
（
そ
こ
な
ら
ば
）
気
候
は
黄

草
嶺
西
北
よ
り
ず
っ
と
温
暖
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
で
彰
徳
懐
は
第
九
兵
団
の
任
務
達
成
後
は
、
寒
冷
な
黄
草
嶺
北
西
部
に
と
ど
ま
ら
ず
に

温
暖
な
威
興
、
新
興
で
越
冬
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
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（
5
8
）

　
こ
れ
に
対
し
て
同
日
深
夜
、
毛
沢
東
は
そ
の
配
置
を
「
大
変
正
確
で
あ
る
」
と
承
認
し
た
。
た
し
か
に
毛
沢
東
は
こ
の
戦
役
の
意
義
を

重
大
に
受
け
止
め
、
非
常
に
重
視
し
て
い
た
。
し
か
し
他
面
で
彼
は
、
い
か
に
し
て
犠
牲
を
少
な
く
す
る
か
に
配
慮
し
、
準
備
不
足
が
第

一
次
戦
役
で
す
で
に
露
呈
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
戦
闘
間
の
小
休
止
や
戦
闘
の
分
割
を
提
起
し
た
。

　
だ
が
、
東
部
戦
線
に
お
い
て
こ
の
一
一
月
二
八
日
に
は
国
連
軍
の
猛
反
撃
が
開
始
さ
れ
た
。
長
津
湖
の
東
、
南
、
西
で
そ
れ
ぞ
れ
反
撃

が
始
ま
り
、
激
戦
は
翌
二
九
日
払
暁
ま
で
続
い
た
。
た
と
え
ば
第
二
七
軍
の
第
八
○
師
団
は
い
っ
た
ん
は
新
興
里
ま
で
突
入
し
た
も
の
の
、

兵
力
の
不
足
と
凍
傷
者
の
増
加
に
よ
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
第
二
〇
軍
第
八
九
師
団
は
南
下
の
途
上
、
社
倉
里
で
米
軍
第
三
師
団

第
九
連
隊
に
阻
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
戦
闘
の
結
果
、
米
軍
の
勢
力
は
四
個
連
隊
、
一
個
戦
車
大
隊
、
三
個
砲
兵
大
隊
の
合
計
一
万
余
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

か
ま
だ
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
は
志
願
軍
が
見
積
っ
た
兵
力
の
二
倍
で
あ
っ
た
。
二
九
日
も
米
軍
の
猛
反
撃
は
続
行
さ
れ
、
一
二
月
一
日

午
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
南
へ
撤
退
を
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
東
部
戦
線
で
志
願
軍
は
必
ず
し
も
順
調
に
戦
闘
を
遂
行
で
き
ず
、
戦
車
と

航
空
機
に
掩
護
さ
れ
た
国
連
軍
の
抵
抗
は
激
し
か
っ
た
。

　
そ
し
て
一
一
月
三
〇
日
、
毛
沢
東
は
彰
徳
懐
等
に
電
報
を
発
し
、
「
冬
の
間
休
息
す
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
出
さ
な
い
よ
う
に
」
と

　
　
　
（
6
0
）

指
示
し
た
。
こ
の
指
示
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
資
料
を
見
て
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
し
か
に
こ
の

戦
役
が
朝
鮮
半
島
情
勢
の
重
要
な
転
機
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
た
毛
沢
東
が
、
困
難
な
情
況
に
直
面
し
た
前
線
部
隊
に
対
す
る
彰
徳
懐

の
配
慮
を
抑
制
し
た
と
読
み
取
れ
る
。
戦
闘
に
よ
る
死
傷
者
は
三
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
凍
傷
に
よ
る
減
員
は
五
万
人
に
の
ぼ
っ
た

　
　
　
　
（
61
）

と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
北
京
の
毛
沢
東
と
現
地
の
彰
徳
懐
と
の
認
識
の
差
異
、
あ
る
い
は
確
執
の
発
端
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
彰
徳
懐
の
第
九
兵
団
に
宛
て
た
電
報
の
直
後
に
こ
の
「
冬
の
間

休
息
す
る
（
原
語
で
は
「
過
冬
休
息
」
）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
禁
じ
る
毛
沢
東
の
電
報
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
彰
徳
懐

か
ら
前
線
の
各
部
隊
に
対
し
越
冬
に
言
及
し
た
何
ら
か
の
指
示
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
指
示
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
わ
か

ら
な
い
が
、
た
だ
し
彰
徳
懐
の
こ
れ
ま
で
の
認
識
や
命
令
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
た
だ
ち
に
戦
闘
を
停
止
し
、
冬
の
間
休
息
に
入
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る
よ
う
命
じ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
他
方
、
非
常
に
重
要
な
戦
機
を
迎
え
て
士
兵
を
鼓
舞
す
る
際
に
、
毛
沢
東
は
越
冬
に
つ
い
て
は
言
及

し
な
い
方
が
好
ま
し
い
と
考
え
た
の
で
あ
り
、
彰
徳
懐
等
現
地
指
揮
官
が
部
隊
の
休
息
、
整
頓
を
必
要
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
毛
沢
東
が
こ
の
電
報
で
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
し
か
し
二
つ
の
戦
役
の
間
で
は
必
要
な
休
息
、
整
頓
、
訓
練
を
せ
よ
。
こ
う
し
た
整
頓
、
訓
練
は
情
況
が
許
し
さ

え
す
れ
ば
一
ヵ
月
前
後
の
時
間
を
取
っ
て
よ
い
。
も
し
情
況
が
許
せ
ば
延
長
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
。
毛
沢
東
は
情
況
に
応
じ
た
一
定

の
休
息
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
同
意
し
、
そ
の
決
定
は
彰
徳
懐
等
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。

　
一
一
月
三
〇
日
夜
、
第
二
七
軍
の
第
八
O
、
第
八
一
師
団
主
力
の
反
撃
開
始
に
よ
っ
て
翌
一
二
月
一
日
か
ら
国
連
軍
は
退
却
を
始
め
、

一
二
月
二
日
に
は
東
部
戦
線
最
西
端
の
社
倉
里
か
ら
も
南
へ
後
退
し
た
。
国
連
軍
に
と
っ
て
平
壌
以
北
の
東
部
戦
線
と
西
部
戦
線
と
を
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62
）

ぶ
連
携
が
な
く
、
そ
の
間
に
は
九
〇
キ
ロ
も
の
間
隔
が
あ
っ
た
た
め
、
「
平
壌
防
衛
構
想
は
根
底
か
ら
崩
れ
」
た
の
で
あ
っ
た
。
第
九
兵

団
司
令
部
は
後
退
す
る
敵
を
包
囲
残
滅
す
る
よ
う
改
め
て
命
じ
た
が
、
中
国
側
資
料
も
認
め
る
よ
う
に
、
志
願
軍
は
こ
れ
を
ト
分
に
包
囲

　
　
　
　
　
（
6
3
）

で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
国
連
軍
は
続
々
と
南
東
方
向
へ
退
却
し
、
威
興
及
び
沿
岸
の
興
南
を
目
指
し
た
。
二
一
月
九
日
は
朝
鮮
人
民

軍
が
威
興
南
方
の
元
山
を
占
領
し
て
い
た
た
め
、
国
連
軍
は
こ
れ
以
上
陸
路
を
南
へ
退
却
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
第
九
兵
団
の

第
二
六
、
第
二
七
軍
は
朝
鮮
人
民
軍
第
三
軍
団
と
と
も
に
追
撃
を
継
続
し
、
一
七
日
に
は
威
興
を
占
領
し
た
。
退
路
を
断
た
れ
た
国
連
軍

は
海
上
輸
送
に
よ
る
退
却
を
図
り
、
、
一
四
日
一
六
時
、
志
願
軍
は
興
南
地
区
及
び
沿
岸
地
区
を
占
領
し
た
。
東
部
戦
線
の
第
二
次
戦
役
は

こ
こ
に
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

　
一
方
、
西
部
戦
線
で
は
二
月
三
〇
日
、
「
戦
闘
の
最
も
激
烈
な
一
日
」
を
迎
え
て
い
た
。
国
連
軍
は
一
〇
〇
機
以
上
の
航
空
機
や
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

O
O
門
以
上
の
火
砲
を
投
入
し
て
包
囲
突
破
を
図
っ
た
。
第
三
八
軍
第
一
二
二
師
団
は
同
軍
主
力
の
南
に
あ
っ
て
、
南
へ
包
囲
突
破
を
図

る
国
連
軍
を
阻
止
し
、
こ
の
た
め
国
連
軍
は
西
へ
退
い
た
。
第
四
二
軍
が
こ
れ
を
追
撃
し
、
一
二
月
一
日
夜
に
は
清
川
江
下
流
南
岸
の
安

州
を
占
領
し
た
。
こ
う
し
て
国
連
軍
は
つ
い
に
平
壌
を
中
心
と
す
る
地
域
へ
撤
退
し
た
。
同
日
、
彰
徳
懐
は
追
撃
命
令
を
下
し
た
が
、
自
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動
車
化
さ
れ
た
国
連
軍
の
撤
退
速
度
は
速
か
っ
た
。
そ
の
た
め
中
央
軍
事
委
員
会
は
一
二
月
二
日
、
彰
徳
懐
等
へ
宛
て
て
電
報
を
発
し
、

「
わ
が
西
部
戦
線
の
各
主
力
軍
は
粛
川
、
順
川
以
北
の
地
区
で
位
置
を
調
整
し
、
四
日
乃
至
五
目
休
息
し
、
態
勢
を
整
え
、
食
糧
弾
薬
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

補
充
し
、
引
続
き
戦
闘
す
る
準
備
を
行
な
い
、
東
部
戦
線
に
協
同
し
て
、
戦
果
を
拡
大
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
彰
徳
懐
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

同
日
、
そ
の
追
撃
を
停
止
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

　
同
じ
一
二
月
二
日
、
毛
沢
東
は
彰
徳
懐
等
に
対
し
、
主
力
が
さ
ら
に
平
壌
、
元
山
線
を
攻
撃
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
質
し
た
。
さ
ら
に

毛
沢
東
は
一
二
月
三
日
、
彰
徳
懐
に
対
し
、
食
糧
等
の
現
地
調
達
が
可
能
か
ど
う
か
、
大
同
江
が
結
氷
し
て
い
る
な
ら
ば
氷
上
を
通
行
可

能
か
ど
う
か
調
査
す
る
よ
う
命
じ
た
。
ま
た
同
時
に
毛
沢
東
は
高
高
に
対
し
、
新
安
州
と
満
浦
の
両
地
点
か
ら
平
壌
へ
至
る
二
本
の
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

を
利
用
し
て
軍
需
物
資
を
平
壌
地
区
へ
輸
送
で
き
る
か
ど
う
か
調
査
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
ら
は
、
毛
沢
東
が
平
壌
へ
の
進
攻
を
積
極

的
に
考
慮
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

　
だ
が
志
願
軍
の
猛
攻
撃
に
よ
っ
て
平
壌
ま
で
退
い
た
国
連
軍
は
、
さ
ら
に
平
壌
を
放
棄
し
三
八
度
線
ま
で
撤
退
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
と
き
志
願
軍
の
進
攻
は
止
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
連
軍
の
潰
走
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
二
月
四
日
二
二
時
、
毛
沢

東
は
彰
徳
懐
等
に
宛
て
て
「
平
壌
の
敵
は
撤
退
を
準
備
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
」
の
で
、
「
南
浦
、
平
壌
、
三
登
の
線
ま
で
接
近
し
て
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

力
偵
察
を
実
施
し
、
情
況
を
観
察
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
さ
ら
に
彼
は
「
も
し
平
壌
の
敵
が
す
で
に
撤
退
し
て
い
た
ら
、
三
八
度
線
へ
進
攻

せ
よ
」
と
述
べ
た
。
毛
沢
東
の
構
想
で
は
平
壌
の
奪
回
を
越
え
て
、
三
八
度
線
へ
の
進
攻
に
意
義
を
見
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
彰
徳
懐
は

同
日
一
八
時
、
毛
沢
東
へ
宛
て
て
、
戦
術
に
関
す
る
電
報
を
送
付
し
た
が
、
そ
れ
は
来
る
べ
き
平
壌
攻
撃
を
想
定
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
二
月
四
日
、
国
連
軍
は
ま
さ
に
平
壌
か
ら
の
撤
退
を
開
始
し
た
。
毛
沢
東
は
深
夜
に
な
っ
て
正
式
に
平
壌
へ
の

　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

攻
撃
命
令
を
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
彰
徳
懐
は
そ
の
三
〇
分
後
、
た
だ
ち
に
返
電
し
、
す
で
に
三
個
師
団
を
南
進
さ
せ
て
平
壌
を
威
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

し
、
敵
の
意
図
を
探
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
に
彰
徳
懐
は
、
も
し
敵
が
平
壌
を
固
守
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
さ
ら

に
主
力
を
南
進
さ
せ
て
ソ
ウ
ル
を
威
嚇
す
る
と
ま
で
通
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
「
も
し
敵
が
平
壌
、
元
山
線
を
放
棄
し
た
時
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に
は
、
わ
が
方
は
三
八
度
線
を
越
え
、
機
を
見
て
ソ
ウ
ル
に
進
攻
す
る
」
と
ま
で
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を

見
る
限
り
、
毛
沢
東
も
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
ソ
ウ
ル
攻
略
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
翌
五
日
七
時
、
中
央
軍
事
委
員
会
は
、
「
そ
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

実
行
し
て
ほ
し
い
」
と
こ
れ
を
承
認
し
た
。
中
央
軍
事
委
員
会
は
同
時
に
前
に
触
れ
た
戦
術
に
関
す
る
彰
徳
懐
の
建
議
を
了
承
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

　
新
華
社
は
一
二
月
六
日
電
と
し
て
朝
鮮
人
民
軍
と
志
願
軍
は
「
六
日
午
後
二
時
、
平
壌
に
入
っ
た
」
と
報
じ
た
。
主
戦
線
た
る
東
部
に

お
い
て
は
平
壌
の
占
領
を
も
っ
て
実
質
的
に
は
第
二
次
戦
役
が
終
了
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
問
題
は
第
三
次
戦
役
を
ど
の
よ
う
に

発
動
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
移
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
　
第
三
次
戦
役
の
準
備
と
三
八
度
線
の
意
義

中国の朝鮮戦争第一次、第二次戦役

　
一
九
五
〇
年
一
二
月
初
め
、
金
日
成
は
北
京
を
訪
問
し
毛
沢
東
と
会
談
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
細
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

月
五
日
七
時
の
毛
沢
東
の
彰
徳
懐
等
宛
電
報
に
、
「
金
日
成
は
す
で
に
朝
鮮
へ
帰
国
し
た
」
と
あ
る
か
ら
、
　
二
一
月
四
日
ま
で
に
は
帰
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
会
談
で
双
方
は
「
中
朝
両
軍
連
合
司
令
部
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
」
し
た
以
外
、
何
が
協
議
さ
れ
た

か
明
ら
か
で
な
い
。
だ
が
柴
成
文
・
趙
勇
田
『
抗
美
援
朝
紀
実
』
の
一
二
月
四
日
の
項
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
毛
沢

東
は
当
時
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
朝
鮮
戦
争
は
す
ぐ
に
解
決
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
か
し
長
引
く
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

わ
れ
わ
れ
は
少
な
く
と
も
一
年
間
戦
う
つ
も
り
で
あ
る
。
敵
は
停
戦
を
要
求
し
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
米
帝
国
主
義
は
朝
鮮
か
ら
の

撤
退
を
承
認
し
、
か
つ
ま
ず
三
八
度
線
以
南
へ
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
て
こ
そ
停
戦
の
交
渉
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
わ
れ

わ
れ
は
考
え
て
い
る
。
現
在
志
願
軍
は
ま
ず
韓
国
軍
を
残
滅
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
米
軍
の
撤
兵
を
促
進
す
る
こ
と
に
と
っ
て
有
効
で
あ

る
。
米
帝
国
主
義
が
も
し
撤
兵
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
国
連
は
中
ソ
が
参
加
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
、
全
朝
鮮
人
民
が
国
連
の
監
督
下

に
自
ら
の
政
府
を
選
出
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
の
こ
と
が
わ
ざ
わ
ざ
一
二
月
四
日
の
項
に
記
さ
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れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
日
か
あ
る
い
は
そ
の
直
前
に
行
な
わ
れ
た
毛
沢
東
と
金
日
成
と
の
会
談
で
こ
う
し
た
考
え
が
表
明
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
ま
ず
国
連
軍
を
三
八
度
線
ま
で
退
か
せ
る
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は
さ
ら
に
米
軍
を
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
退

さ
せ
る
た
め
の
第
一
段
階
で
あ
る
こ
と
、
米
軍
が
完
全
に
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
兵
し
た
な
ら
ば
、
国
連
の
監
視
の
下
、
朝
鮮
全
土
に
お
け
る

総
選
挙
を
実
施
す
る
べ
き
こ
と
を
毛
沢
東
は
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
二
月
一
三
日
、
毛
沢
東
は
彰
徳
懐
等
に
対
し
電
報
を
送
っ
て
、
「
現
在
米
英
各
国
は
わ
が
軍
に
対
し
三
八
度
線
以
北
で
停
止
す
る
よ

う
求
め
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軍
を
整
頓
し
再
び
戦
う
の
に
有
利
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
わ
が
軍
は
必
ず
三
八
度
線
を
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
三
八
度
線
以
北
で
停
止
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
に
非
常
に
不
利
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
毛
沢
東

は
米
英
に
対
し
政
治
的
に
有
利
な
地
位
を
占
め
る
た
め
、
た
だ
ち
に
三
八
度
線
を
越
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
国
連
で
の
停
戦
を
め
ぐ
る
動
き
に
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
彼
は
、
た
と
え
国
連
軍

が
ソ
ウ
ル
を
放
棄
し
て
も
ソ
ウ
ル
を
攻
略
せ
ず
、
開
城
、
平
壌
間
で
一
定
期
間
休
息
、
整
頓
す
る
よ
う
求
め
た
。
志
願
軍
に
と
っ
て
や
は

り
大
規
模
な
ソ
ウ
ル
攻
略
作
戦
は
も
は
や
当
面
不
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
毛
沢
東
も
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
に
志

願
軍
を
一
定
期
間
置
く
こ
と
に
補
給
上
の
困
難
が
あ
り
、
国
連
軍
が
再
び
仁
川
上
陸
作
戦
の
よ
う
な
後
方
へ
の
上
陸
、
補
給
線
の
遮
断
を

企
図
す
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
こ
と
を
毛
沢
東
は
感
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

　
彰
徳
懐
等
志
願
軍
首
脳
は
、
こ
の
指
示
を
予
想
に
反
し
た
も
の
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
は
こ
の
電
報
の
五
日
前
の
一
二
月
八
日
、

彰
徳
懐
は
毛
沢
東
に
対
し
、
「
暫
時
三
八
度
線
を
越
え
て
戦
闘
せ
ず
、
準
備
を
十
分
に
行
な
い
、
来
年
春
に
戦
闘
を
再
開
す
る
」
旨
を
建

　
　
　
　
（
7
9
）

議
し
て
い
た
。
第
二
次
戦
役
終
了
直
前
に
は
「
ソ
ウ
ル
に
進
攻
す
る
」
と
ま
で
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
彰
徳
懐
は
、
そ
の
四
日
後
に
正

反
対
の
消
極
的
な
態
度
に
変
化
し
た
。
そ
の
変
化
の
原
因
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
二
一
月
八
日
に
開
か
れ
た
志
願
軍
党
委
員
会
会
議
で
、

前
線
の
指
揮
官
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
部
隊
運
用
上
の
問
題
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
国
連
軍
は

三
八
度
線
に
約
二
〇
万
人
の
兵
力
を
ま
だ
配
置
し
て
い
る
以
外
に
毎
日
志
願
軍
後
方
の
補
給
線
を
空
爆
し
て
お
り
、
食
糧
弾
薬
の
補
給
は
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中国の朝鮮戦争第一次、第二次戦役

夜
間
の
「
突
貫
輸
送
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
議
論
に
基
づ
い
て
同
日
に
彰
徳
懐
は
毛
沢
東
へ
建
議
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
彰
徳
懐
は
】
二
月
】
五
日
二
二
時
、
各
軍
に
対
し
て
「
敵
が
三
八
度
線
を
境
界
と
し
て
残
存
部
隊
を
再
び
整
え
、
戦
闘
再
開

を
準
備
す
る
陰
謀
を
粉
砕
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
主
席
の
命
令
に
よ
り
引
き
続
き
三
八
度
線
以
南
へ
前
進
し
、
ソ
ウ
ル
、
原
州
、
平
昌
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

以
北
の
地
区
に
お
い
て
米
軍
、
韓
国
軍
の
一
部
を
残
滅
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
」
と
伝
え
た
。
ソ
ウ
ル
は
ま
だ
し
も
、
以
東
の
原
州
、
平

昌
と
い
え
ば
さ
ら
に
や
や
ソ
ウ
ル
よ
り
南
へ
下
が
っ
た
線
上
に
あ
る
。
彰
徳
懐
は
、
一
二
月
二
二
日
付
け
の
毛
沢
東
か
ら
の
電
報
に
よ
っ

て
彼
に
同
調
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
第
三
八
軍
は
、
敵
情
を
偵
察
す
る
た
め
偵
察
支
隊
を
組
織
し
、
一
二
月
一
二
日
に
三
八
度
線
へ
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翫
）

軍
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
彰
徳
懐
が
こ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
す
で
に
こ
の
頃
に
は
三
八

度
線
越
境
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彰
徳
懐
自
身
も
、
「
．
一
回
目
の
戦
役
に
勝
利
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
勝
利
の
勢
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

に
乗
じ
て
追
撃
し
、
一
二
月
中
旬
に
は
す
で
に
ひ
そ
か
に
三
八
度
線
に
接
近
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
彰
徳
懐
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
慮

を
重
ね
た
末
、
「
軍
事
は
政
治
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
の
下
に
、
　
二
一
月
一
五
日
、
志
願
軍
首
脳
と
協
議
の
上
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

度
線
を
越
え
る
こ
と
に
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

　
西
部
戦
線
に
関
し
て
毛
沢
東
は
一
二
月
一
七
日
の
電
報
で
、
小
規
模
な
戦
闘
の
実
施
を
指
示
し
た
が
、
こ
れ
は
部
隊
の
疲
労
と
損
害
と

を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
小
規
模
戦
闘
の
後
に
毛
沢
東
は
「
最
後
の
決
戦
」
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
毛
沢
東
は
終
始
彰
徳
懐
等
に
対
し
て
「
貴
殿
等
の
意
見
は
ど
う
か
、
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
、
現
地
の

意
見
具
申
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

　
彰
徳
懐
は
二
一
月
一
九
日
二
四
時
、
長
文
に
わ
た
る
電
報
を
中
央
軍
事
委
員
会
へ
送
っ
た
。
こ
こ
で
彰
徳
懐
は
ま
ず
、
第
九
兵
団
を
威

興
で
越
冬
さ
せ
、
ニ
ヵ
月
間
の
休
息
を
与
え
る
こ
と
、
第
二
に
楊
得
志
部
隊
（
第
一
九
兵
団
）
を
一
九
五
一
年
二
月
に
北
朝
鮮
領
内
へ
入

れ
、
三
月
に
戦
闘
に
投
入
す
べ
く
思
想
教
育
を
含
め
た
準
備
を
強
化
す
べ
き
こ
と
に
、
言
及
し
た
。
こ
こ
か
ら
彰
徳
懐
は
、
戦
争
が
ま
だ
三
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ヵ
月
以
上
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
第
三
に
彼
が
、
西
部
戦
線
の
各
軍
は
損
害
が
大

き
く
、
装
備
も
劣
勢
で
あ
っ
て
そ
の
困
難
な
情
況
は
前
進
す
る
ほ
ど
増
大
し
て
お
り
、
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
戦
争
は
必
ず
や
長
引
く

で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
第
四
に
、
「
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
朝
鮮
戦
争
は
な
お
相
当
長
期
に
わ
た

り
、
苦
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
断
定
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
政
治
的
に
言
っ
て
も
、
敵
が
た
だ
ち

に
朝
鮮
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
帝
国
主
義
陣
営
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
で
あ
り
、
英
、
仏
も
米
国
に
対
し
て
そ
う
す
る
よ
う
に
要
求
は
し

な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
、
二
回
敗
北
し
、
二
、
三
個
師
団
が
蛾
滅
さ
れ
れ
ば
、
数
個
の
橋
頭
陣
地
（
釜
山
、
仁
川
、
群
山
）
に
後
退
し
て

守
勢
を
と
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
た
だ
ち
に
全
て
が
朝
鮮
か
ら
撤
退
す
る
は
ず
が
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
に
彰
徳
懐
は
、
三
八

度
線
を
越
え
る
こ
と
に
政
治
的
意
義
を
見
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
八
日
に
、
毛
沢
東
に
対
し
て
三
八
度
線
を
越
え
て
戦
闘
を
行

な
う
こ
と
に
反
対
し
た
が
、
し
か
し
「
一
三
日
の
返
電
を
受
け
取
っ
た
後
、
現
在
は
す
で
に
三
八
度
線
を
越
え
る
作
戦
に
従
う
。
万
一
の

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
敗
北
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
攻
撃
を
阻
ま
れ
勝
利
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
可
能
性
は
存
在
す
る
」
と
留
保
条

件
を
付
け
た
上
で
三
八
度
線
を
越
え
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
そ
の
留
保
条
件
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
す
な
わ
ち
、
四
個
軍
を
集
中
さ
せ
て

敵
左
翼
の
韓
国
軍
第
一
師
団
を
ま
ず
残
滅
し
、
機
を
見
て
そ
の
右
方
の
同
軍
第
六
師
団
を
攻
撃
す
る
。
も
し
戦
役
が
順
調
に
展
開
す
れ
ば
、

さ
ら
に
春
川
の
韓
国
軍
第
三
軍
団
を
攻
撃
す
る
が
、
順
調
で
な
け
れ
ば
適
時
後
退
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彰
徳
懐
は
「
三
八

度
線
を
制
圧
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
時
の
具
体
的
な
情
況
を
観
て
決
定
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
具
申
し
た
。
彰
徳
懐
と
し

て
は
毛
沢
東
の
意
思
を
尊
重
し
、
ま
ず
段
階
的
に
韓
国
軍
を
攻
撃
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
三
八
度
線
を
占
領
す
る
か
ど
う
か
判
断
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
86
）

い
と
い
う
譲
歩
案
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
一
二
月
二
一
日
、
毛
沢
東
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
「
韓
国
軍
全
部
か
あ
る
い
は
大
部
分

を
繊
滅
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
米
軍
は
孤
立
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
も
し
米
軍
数
個
師
団
を
さ
ら

に
繊
滅
で
き
れ
ば
、
朝
鮮
問
題
は
さ
ら
に
解
決
し
や
す
く
な
る
」
と
述
べ
た
。
一
二
月
一
一
日
に
彼
は
、
米
軍
が
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
退
し
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（
8
7
）

よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
を
得
て
い
る
と
彰
徳
懐
に
知
ら
せ
た
。
米
軍
が
長
期
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
半
島
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
判
断
は
、
こ
う
し
た
情
報
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
毛
沢
東
は
「
も
し
順
調
で
な
け
れ
ば
撤
退
し
、
適
当
な

地
点
で
休
息
、
整
頓
を
行
な
っ
て
か
ら
戦
闘
を
再
開
す
る
と
い
う
こ
の
意
見
は
も
っ
と
も
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
彰
徳
懐
が
強
く
主
張
し

た
よ
う
に
、
第
二
次
戦
役
ま
で
で
非
常
に
疲
弊
し
た
部
隊
を
毛
沢
東
も
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
毛
沢
東
は
こ
こ
で
三
八
度
線
の

政
治
的
意
義
に
つ
い
て
な
お
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
「
米
、
英
は
現
在
人
々
の
中
に
存
在
す
る
三
八
度
線
の
旧
来
の
印
象
を
利
用
し
、

そ
の
政
治
的
宣
伝
を
行
な
い
、
か
つ
わ
が
方
を
停
戦
に
誘
い
込
も
う
と
企
図
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
わ
が
軍
は
こ
の
際
、
三
八
度
線
を

越
え
て
さ
ら
に
戦
闘
を
行
な
い
、
そ
の
後
に
休
息
、
整
頓
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
旧
来
の
印
象
」
と
は
、
朝

鮮
戦
争
開
戦
以
前
に
は
三
八
度
線
が
南
北
朝
鮮
の
境
界
線
で
あ
り
、
こ
の
線
ま
で
を
回
復
し
た
か
ら
に
は
停
戦
に
応
じ
る
べ
き
で
あ
る
と

米
、
英
が
主
張
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
印
象
が
広
ま
る
中
で
、
国
連
軍
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と

な
く
、
米
、
英
主
導
で
停
戦
交
渉
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
毛
沢
東
は
嫌
っ
た
の
で
あ
る
。
二
一
日
の
電
報
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
「
主

導
権
は
わ
が
方
に
あ
る
」
と
確
信
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
こ
こ
で
三
八
度
線
を
越
え
る
こ
と
は
、
停
戦
交
渉
を
中
国
側
主
導
で
開
始
す
る

た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
条
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彰
徳
懐
が
こ
の
毛
沢
東
の
意
思
を
ど
こ
ま
で
理
解
し
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
翌
二
二
日
に
事
実
上
の
三
八
度
線
越
境
命
令
を
発

（
8
8
）

し
た
。
こ
の
命
令
を
追
う
よ
う
に
し
て
二
四
日
、
毛
沢
東
か
ら
彰
徳
懐
に
対
し
、
敵
は
三
八
度
線
か
ら
三
七
度
線
の
間
に
安
定
し
た
防
衛

線
を
築
い
て
お
り
、
こ
う
し
て
敵
を
集
中
さ
せ
て
お
く
こ
と
は
各
個
撃
破
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
戦
役
後
は
一
歩
後
退
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

て
敵
に
防
衛
線
を
築
か
せ
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
毛
沢
東
は
あ
ま
り
に
敵
を
深
追
い
す
る
と
、
敵
は
三
七
度
線
以
北

に
防
御
線
を
築
か
な
い
ば
か
り
か
、
ソ
ウ
ル
の
米
軍
さ
え
も
ソ
ウ
ル
を
放
棄
し
、
大
田
、
大
邸
一
帯
ま
で
退
い
て
集
結
す
る
か
も
知
れ
ず
、

そ
う
な
る
と
来
春
の
志
願
軍
の
攻
勢
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
全
軍
主
力
は
今
回
の
戦
役
後
、
数
十
キ
ロ
後

退
し
て
休
息
、
整
頓
を
行
な
い
、
米
軍
、
李
承
晩
軍
に
安
全
だ
と
思
わ
せ
、
そ
の
防
衛
線
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
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で
あ
る
。
同
時
に
彼
は
、
「
戦
争
は
な
お
長
期
的
な
準
備
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
多
く
の
困
難
な
情
況
を
見
積
も
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
も
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
毛
沢
東
は
志
願
軍
部
隊
が
困
難
な
情
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
し
休
息
、

補
給
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
た
上
で
、
し
か
し
朝
鮮
戦
争
の
政
治
的
解
決
の
た
め
に
は
最
低
限
の
条
件
と
し
て
三
八
度
線
を
占
領

す
る
必
要
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
こ
と
が
政
治
的
解
決
に
有
効
に
働
か
な
か
っ
た
場
合
、
翌
年
春
以
降
の
大
規

模
な
攻
勢
を
構
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彰
徳
懐
が
毛
沢
東
へ
譲
歩
案
を
示
し
た
こ
と
は
前
に
触
れ
た
が
、
毛
沢
東
の
側
も
彰
徳
懐
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
9
0
）

措
置
に
妥
協
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
食
糧
等
の
現
地
調
達
に
つ
い
て
言
及
し
た
電
報
は
前
に
触
れ
た
。
一
二
月
三
〇
日
、
彰
徳
懐
は
毛
沢
東
を
経
て
金
日
成
に
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
91
）

付
し
た
手
紙
の
中
で
、
食
糧
等
の
現
地
調
達
と
そ
の
償
還
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
案
し
た
。
食
糧
等
の
現
地
調
達
が
前
線
に
お
い
て

一
つ
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
二
一
月
二
六
日
の
毛
沢
東
か
ら
彰
徳
懐
等
へ
の
電
報
に
こ
れ
に
関
連

す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
回
の
戦
役
後
の
休
息
、
整
頓
に
際
し
、
「
規
律
を
整
え
、
中
国
の
同
志
と
朝
鮮
の
同
志
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

関
係
を
改
善
し
、
軍
隊
と
民
衆
と
の
関
係
を
改
善
し
、
住
民
民
衆
工
作
を
う
ま
く
処
理
す
る
」
べ
き
だ
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
推
察
す
る
に
、
補
給
の
困
難
に
よ
る
現
地
調
達
や
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
中
朝
関
係
に
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
が
必
要

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
志
願
軍
指
導
部
は
「
綿
密
な
討
論
を
重
ね
た
上
で
」
、
一
二
月
二
八
日
、
毛
沢
東
に
対
し
次
の
よ
う
に
打
電
し
た
。
ま
ず
彰
徳
懐
は

「
貴
殿
の
先
日
の
電
報
で
、
今
回
の
戦
役
後
、
三
八
度
線
は
な
お
敵
に
占
領
さ
せ
て
お
く
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
今
回
の
戦
役
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

結
果
を
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
だ
が
前
述
し
た
二
六
日
付
け
の
毛
沢
東
の
彰
徳
懐
等
へ
宛
て
た
電
報
で
は
、
敵
に
は
三
七

度
線
か
ら
三
八
度
線
の
間
の
防
衛
線
を
回
復
さ
せ
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
各
個
に
残
滅
さ
せ
よ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
三
八

度
線
そ
の
も
の
を
敵
に
占
領
さ
せ
て
お
け
と
は
指
示
さ
れ
て
い
な
い
。
毛
沢
東
の
電
報
は
、
攻
撃
後
は
「
適
当
な
地
区
」
ま
で
撤
退
せ
よ

と
曖
昧
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
毛
沢
東
に
す
れ
ば
現
地
の
指
揮
官
の
判
断
に
委
ね
た
と
言
え
よ
う
が
、
彰
徳
懐
は
こ
れ
を
再
び
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三
八
度
線
以
北
へ
撤
退
せ
よ
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彰
徳
懐
は
、
さ
ら
に
「
今
回
の
戦
役
で
は
部
隊
に
政
治
動
員
を
行
な

い
、
三
八
度
線
を
越
え
る
意
義
を
強
調
し
て
い
る
が
、
三
八
度
線
を
占
領
し
た
後
、
再
び
三
八
度
線
が
不
要
だ
と
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る

解
釈
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
彰
徳
懐
は
わ
ざ
わ
ざ
三
八
度
線
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
実
際
に
は
そ
の
政
治
的
意
義
は
小
さ

い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
に
毛
沢
東
と
彰
徳
懐
の
認
識
の
相
違
が
顕
在
化
し
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
彰
徳
懐
は
、
「
私
の
考
え
で
は
、

占
領
し
た
か
ら
に
は
も
し
特
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
占
領
し
、
ソ
ウ
ル
に
は
行
か
ず
に
そ
こ
は
敵
に
占
領
さ
せ
て
お
く
べ
き
で
あ

る
。
も
し
平
壌
と
同
様
に
、
敵
が
自
ら
ソ
ウ
ル
を
放
棄
し
た
な
ら
ば
、
朝
鮮
人
民
軍
第
一
軍
団
を
向
か
わ
せ
て
占
領
さ
せ
、
志
願
軍
は
四

乃
至
五
個
軍
（
第
九
兵
団
を
除
く
）
を
集
結
し
て
三
八
度
線
以
北
へ
撤
退
し
、
整
頓
、
補
給
す
る
。
こ
の
部
署
は
ど
う
か
、
返
電
を
請
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
94
）

と
請
訓
し
た
。
毛
沢
東
は
翌
二
九
日
、
彰
徳
懐
等
に
対
し
、
「
貴
殿
の
計
画
に
同
意
す
る
」
と
返
電
し
た
。
こ
こ
で
毛
沢
東
は
三
八
度
線

に
つ
い
て
再
び
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
戦
役
が
順
調
に
展
開
す
る
な
ら
ば
、
「
各
軍
は
戦
役
が
完
全
に
集
結

し
、
敵
の
新
た
な
配
置
も
明
ら
か
に
な
っ
た
後
、
食
糧
補
給
に
便
利
な
地
区
（
三
八
度
線
南
北
を
問
わ
な
い
）
に
分
散
し
、
ニ
ヵ
月
間
の
休

息
、
整
頓
を
行
な
う
」
と
し
、
部
隊
の
補
給
が
第
一
で
あ
っ
て
、
三
八
度
線
占
領
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
戦
役
の
目
的
は
三
八
度
線
を
い
っ
た
ん
越
え
る
こ
と
で
あ
り
、
「
人
々
の
頭
の
中
に
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
三
八
度
線
の
旧
イ
メ
ー
ジ

は
、
こ
の
一
戦
を
経
れ
ば
存
在
し
な
く
な
る
。
わ
が
軍
が
三
八
度
線
以
南
あ
る
い
は
以
北
ど
ち
ら
で
休
息
、
整
頓
す
る
か
は
関
係
な
い
」

の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
さ
ら
に
続
け
て
、
「
し
か
し
も
し
こ
の
一
戦
を
行
な
わ
ず
、
　
一
二
月
初
め
か
ら
冬
の
間
全
部
を
休
息
、
整
頓
し
動

か
な
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
資
本
主
義
各
国
の
憶
測
を
招
き
、
民
主
戦
線
に
も
ま
た
納
得
し
な
い
者
が
出
て
、
多
く
の
議
論
を
引
き
起
こ
す

で
あ
ろ
う
」
と
、
そ
の
政
治
的
意
義
を
説
明
し
た
。

　
こ
う
し
て
一
二
月
三
一
日
、
志
願
軍
に
よ
る
第
三
次
戦
役
が
開
始
さ
れ
る
。
毛
沢
東
は
こ
れ
に
よ
っ
て
志
願
軍
に
有
利
な
情
況
を
作
り

だ
し
、
政
治
的
解
決
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
達
成
で
き
な
い
と
き
に
は
、
翌
年
春
の
大
規
模
攻
勢
を
準
備

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
五
章
　
中
国
の
国
連
外
交
と
三
八
度
線
の
認
識

　
一
一
月
八
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
、
中
華
人
民
共
和
国
代
表
（
以
下
、
中
国
代
表
と
称
す
）
を
出
席
さ
せ
て
朝
鮮
半
島
問
題
を
討

議
す
る
こ
と
を
否
決
し
た
が
、
他
方
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
提
出
し
た
「
特
別
報
告
」
の
討
議
に
の
み
中
国
代
表
の
出
席
を
招
請
す
る
こ
と

　
　
　
（
95
）

に
な
っ
た
。
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
：
の
「
特
別
報
告
」
と
は
、
同
月
六
日
に
彼
が
提
出
し
た
も
の
で
、
志
願
軍
の
参
戦
を
「
外
国
の
干
渉
」

で
あ
る
と
非
難
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
一
一
日
、
周
恩
来
は
安
全
保
障
理
事
会
に
電
報
を
送
付
し
て
こ
の
出
席
招
請
を
拒
絶

し
た
。
だ
が
同
時
に
周
恩
来
は
安
全
保
障
理
事
会
に
対
し
、
中
国
政
府
の
提
訴
す
る
米
国
の
台
湾
武
力
侵
略
問
題
と
、
米
国
の
朝
鮮
武
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

干
渉
問
題
と
を
合
わ
せ
て
同
時
に
討
議
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
周
恩
来
は
国
連
に
対
す
る
外
交
交
渉
を
拒
絶
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

で
あ
る
。
同
日
、
中
国
外
交
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
声
明
を
発
表
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
「
特
別
報
告
」
と
八
日
の
安
全
保
障
理
事
会
に

お
け
る
米
国
代
表
の
報
告
に
厳
し
く
反
駁
し
た
。
こ
の
声
明
の
大
部
分
は
志
願
軍
の
軍
事
行
動
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
当
て
ら
れ
て
い
る

が
、
他
方
で
中
国
は
、
「
朝
鮮
問
題
を
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
外
国
軍
を
い
っ
せ
い
に
朝
鮮
か
ら
引
き
揚
げ
、
朝

鮮
問
題
は
南
北
朝
鮮
の
人
々
自
身
で
解
決
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
月
四
日
に
発
表
さ
れ
た
「
各
民
主
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

党
派
の
連
合
宣
言
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
一
月
二
三
日
一
四
時
、
中
国
外
交
部
副
部
長
章
漢
夫
は
駐
中
国
イ
ン
ド
大
使
パ
ニ
ッ
カ
ー
と
会
見
し
た
。
こ
の
席
に
お
い
て
パ
ニ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

カ
ー
は
、
英
国
外
務
大
臣
ベ
ビ
ン
の
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
し
て
二
つ
の
見
解
を
提
示
し
た
。
第
一
に
、
英
国
政
府
は
中
国
の
朝
鮮

問
題
に
お
け
る
利
益
を
承
認
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
中
国
代
表
団
が
国
連
臨
時
本
部
に
到
着
後
、
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
よ
う
希
望
す
る

と
提
議
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
章
漢
夫
は
パ
ニ
ッ
カ
ー
に
イ
ン
ド
政
府
の
見
解
を
質
し
た
が
、
パ
ニ
ッ
カ
ー
は
「
安
全
保
障
理
事
会

に
は
中
国
が
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
て
こ
そ
朝
鮮
問
題
を
討
議
で
き
る
。
英
国
側
の
提
起
し
た
二
点
は
非
公
式
協
議
の
発
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

で
あ
る
」
と
答
え
た
。
だ
が
中
国
は
こ
れ
を
米
国
が
探
り
を
入
れ
た
も
の
と
理
解
し
、
取
り
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
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中国の朝鮮戦争第一次、第二次戦役

こ
の
時
期
、
戦
場
に
お
い
て
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
攻
勢
」
の
号
令
に
よ
っ
て
国
連
軍
の
配
置
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
一
一
月
六
日
か
ら
は
大
規
模
な
空
爆
が
実
施
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
同
時
に
志
願
軍
の
第
二
次
戦
役

の
準
備
も
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
た
。

　
二
月
二
七
日
、
中
国
は
九
月
二
九
日
の
国
連
の
招
請
に
基
づ
き
、
台
湾
問
題
を
討
議
す
る
た
め
に
代
表
伍
修
権
を
特
派
し
、
国
連
政

治
委
員
会
に
出
席
さ
せ
た
。
こ
こ
に
至
る
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
の
九
月
二
九
日
、
中
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
台
湾
問

題
に
関
す
る
米
国
へ
の
制
裁
お
よ
び
撤
兵
要
求
を
討
議
す
る
た
め
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
中
国
政
府
代
表
団
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

決
定
し
た
。
中
国
政
府
は
こ
れ
を
検
討
し
た
結
果
、
代
表
団
を
特
派
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
一
〇
月
二
一
二
日
、
公
式
に
こ
れ
を
受
諾
し
た
。

中
国
は
や
は
り
国
連
に
お
け
る
意
思
表
示
の
意
義
と
重
要
性
と
を
十
分
に
認
識
し
、
こ
の
決
定
を
下
し
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
国
際
社

会
に
た
い
す
る
外
交
努
力
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
二
月
八
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会

は
、
中
国
代
表
を
出
席
さ
せ
て
朝
鮮
半
島
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
否
決
し
た
。
周
恩
来
は
た
だ
ち
に
こ
の
決
議
を
非
難
し
、
出
席
要
請

を
取
り
消
し
た
こ
と
も
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
伍
修
権
等
中
国
代
表
団
は
こ
の
時
期
国
内
に
あ
っ
て
、
周
恩
来
の
指
導
の
下
、
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麗
）

備
作
業
に
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
主
要
な
発
言
は
全
て
起
草
、
審
査
さ
れ
、
そ
の
翻
訳
文
も
用
意
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
は
一
面
で
国

連
の
出
席
要
請
を
自
ら
拒
否
し
、
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
つ
つ
、
他
面
で
実
質
的
に
は
国
連
出
席
の
た
め
に
着
々
と
準
備
を
続
け
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
伍
修
権
等
は
や
は
り
国
連
に
赴
く
こ
と
に
な
り
、
代
表
団
は
二
月
二
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
！
ク
に
到
着
し
た
。
同

じ
二
四
日
、
国
連
政
治
委
員
会
は
中
国
代
表
を
出
席
さ
せ
、
米
国
の
「
侵
略
」
を
提
訴
す
る
中
国
案
の
討
議
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
決
議

（
鵬
）

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

　
一
一
月
二
八
日
午
後
、
伍
修
権
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
二
時
間
に
わ
た
り
演
説
し
た
。
伍
修
権
の
演
説
は
ま
ず
、
国
連
に
お
け
る

中
国
の
合
法
的
地
位
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
次
に
伍
修
権
は
大
部
分
を
割
い
て
、
米
国
政
府
が
台
湾
を
「
武
力

侵
略
」
し
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
提
訴
し
、
台
湾
が
中
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
伍
修
権
は
米
国
の
「
朝
鮮
に
対

405



法学研究68巻2号（’95’2）

す
る
武
力
侵
略
」
に
言
及
し
、
米
国
は
べ
ト
ナ
ム
を
含
め
て
「
ア
ジ
ア
に
対
す
る
支
配
を
強
め
て
い
る
」
と
非
難
し
た
。
最
後
に
彼
は
、

以
下
の
三
点
を
安
全
保
障
理
事
会
に
提
議
し
た
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
「
米
国
政
府
の
台
湾
武
装
侵
略
と
朝
鮮
武
装
干
渉
の
罪
行
に
対
し
、

公
然
と
非
難
し
、
か
つ
具
体
的
に
こ
れ
を
制
裁
す
る
措
置
を
採
る
こ
と
」
、
第
二
に
、
「
た
だ
ち
に
有
効
な
措
置
を
講
じ
、
米
国
政
府
に
台

湾
か
ら
そ
の
武
装
侵
略
手
段
を
撤
収
さ
せ
る
こ
と
」
、
第
三
に
、
「
た
だ
ち
に
有
効
な
措
置
を
講
じ
、
米
国
及
び
そ
の
他
の
外
国
軍
と
も
に

朝
鮮
か
ら
撤
退
し
、
朝
鮮
の
内
政
は
南
北
朝
鮮
人
民
に
よ
っ
て
自
ら
解
決
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
朝
鮮
問
題
を
平
和
的
に
処
理
す
る
こ

　
　
　
　
　
（
鵬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
燗
）

と
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
毛
沢
東
は
「
伍
修
権
は
天
宮
を
大
い
に
騒
が
せ
た
」
と
楽
し
そ
う
に
評
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
中
国
の
姿
勢

は
国
際
的
に
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
と
金
日
成
と
の
会
談
が
北
京
で
行
な
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
二
一
月
四
日
、
毛
沢
東
は
「
も
し

米
帝
国
主
義
が
撤
兵
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
国
連
は
中
ソ
が
参
加
す
る
と
い
う
条
件
に
同
意
し
、
全
朝
鮮
人
民
が
国
連
の
監
督
下
で
自
ら

の
政
府
を
選
出
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
朝
鮮
半
島
か
ら
の
国
連
軍
の
全
面
的
撤
退
と
い
う
中
国

の
期
待
は
破
ら
れ
た
。
一
二
月
七
日
、
中
国
外
交
部
副
部
長
章
漢
夫
は
イ
ン
ド
大
使
パ
ニ
ッ
カ
ー
と
会
見
し
た
。
こ
こ
で
パ
ニ
ッ
カ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斯
）

章
に
備
忘
録
を
手
交
し
、
イ
ン
ド
等
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
一
三
力
国
が
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
提
案
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

イ
ン
ド
の
基
本
的
な
提
案
は
、
「
ま
ず
三
八
度
線
で
停
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
議
を
実
施
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
イ
ン
ド
政
府
は
数
日

以
内
に
安
全
保
障
理
事
会
に
こ
の
提
案
を
提
出
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
。
ま
た
パ
ニ
ッ
カ
ー
は
、
第
三
世
界
の
総
意
と
し
て
、
三
八
度

線
を
越
え
な
い
よ
う
、
そ
う
す
れ
ば
中
国
を
支
持
す
る
大
き
な
勢
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
中
国
に
進
言
し
た
の
で
あ

る
。
パ
ニ
ッ
カ
ー
は
、
中
国
を
含
む
関
係
諸
国
の
討
議
に
よ
る
以
外
に
は
紛
争
の
拡
大
を
防
止
す
る
方
法
は
存
在
し
な
い
と
判
断
し
て
い

（
朋
）

た
。

　
こ
れ
に
対
し
翌
一
二
月
八
日
、
中
国
外
交
部
ア
ジ
ア
司
司
長
陳
家
康
は
駐
中
国
イ
ン
ド
大
使
館
参
事
官
カ
ウ
ル
と
会
見
し
、
パ
ニ
ッ
カ

ー
が
前
日
に
提
起
し
た
一
三
力
国
提
案
を
事
実
上
拒
絶
し
た
。
そ
の
三
日
後
、
周
恩
来
は
パ
ニ
ッ
カ
ー
と
会
見
し
、
イ
ン
ド
の
提
案
に
対
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し
て
、
「
問
題
の
カ
ギ
は
米
国
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
米
国
あ
る
い
は
国
連
が
朝
鮮
問
題
の
平
和
的
解
決
を
希
望
し
て
い
る
目
、
ハ

体
的
な
意
思
表
示
は
見
ら
れ
な
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
周
恩
来
は
、
「
米
国
は
す
で
に
三
八
度
線
を
越
え
た
の
で
、
三
八
度
線
は
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
も
う
存
在
し
な
い
」
と
も
述
べ
た
。
そ
し
て
周
恩
来
は
「
朝
鮮
問
題
と
東
方
の
平
和
問
題
は
不
可
分
の
も

の
で
あ
る
」
と
強
調
し
、
中
国
の
「
米
帝
国
主
義
」
に
対
す
る
強
い
対
決
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。
こ
こ
で
は
三
八
度
線
と
い
う
も
の
の
意

義
を
周
恩
来
は
自
ら
「
も
う
存
在
し
な
い
」
と
し
て
否
定
し
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
当
時
毛
沢
東

は
米
軍
を
三
八
度
線
以
南
へ
退
か
せ
る
こ
と
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
完
全
に
撤
退
さ
せ
る
た
め
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

の
頃
、
志
願
軍
が
三
八
度
線
を
越
え
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ま
さ
に
検
討
中
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ご
二
日
に
毛
沢
東
は
、
三
八

度
線
を
越
え
る
こ
と
を
彰
徳
懐
に
命
じ
て
い
る
。
周
恩
来
は
一
〇
月
．
一
四
日
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
一
期
全
国
委
員
会
第
一
八
回

常
務
委
員
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
報
告
の
中
で
、
「
米
軍
が
仁
川
に
上
陸
す
る
以
前
、
わ
れ
わ
れ
は
、
米
帝
国
主
義
が
三
八
度
線
を
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
㎜
）

た
後
に
停
止
し
、
そ
の
後
外
交
交
渉
に
移
行
し
う
る
か
ど
う
か
を
す
で
に
考
慮
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
外
交
交
渉
の
た
め

の
三
八
度
線
の
意
義
は
す
で
に
こ
の
頃
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
周
恩
来
は
パ
ニ
ッ
カ
ー
と
の
会
見
に
お
い
て
本

心
か
ら
三
八
度
線
の
意
義
を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
三
八
度
線
の
意
義
を
一
三
力
国
提
案
に
よ
っ
て
再
確
認
し
、
そ
の
意
義
を

十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
中
国
の
強
い
姿
勢
を
示
す
た
め
の
外
交
戦
術
と
し
て
こ
う
語
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
二
月
一
二
日
、
イ
ン
ド
等
二
ニ
カ
国
は
停
戦
三
人
委
員
会
の
設
立
を
提
起
し
た
第
一
提
案
を
国
連
総
会
に
提
出
し
、
一
四
日
、
国
連

総
会
は
五
一
票
の
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。
こ
う
し
て
総
会
は
、
朝
鮮
停
戦
三
人
委
員
会
を
成
立
さ
せ
、
朝
鮮
問
題
の
協
議
に
お
い
て
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

足
で
き
る
停
戦
の
基
礎
を
確
定
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
国
連
総
会
議
長
で
イ
ラ
ン
代
表
の
エ
ン
テ
ザ
ー
ム
、
カ
ナ
ダ
代
表
ピ
ア
ソ
ン
、

イ
ン
ド
代
表
ラ
ウ
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
停
戦
三
人
委
員
会
は
翌
一
五
日
、
国
連
に
特
派
さ
れ
て
来
て
い
た
中
国
代
表
伍
修
権
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

停
戦
の
た
め
の
討
議
に
応
ず
る
用
意
が
あ
る
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
周
恩
来
へ
送
付
し
た
。
伍
修
権
は
翌
一
六
日
の
記
者
会
見
の
席
上
、
台

湾
か
ら
米
軍
を
撤
収
さ
せ
る
こ
と
、
国
連
に
お
け
る
中
国
の
地
位
と
発
言
力
と
を
認
め
る
こ
と
、
朝
鮮
半
島
か
ら
一
切
の
外
国
軍
隊
を
撤
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収
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
伍
修
権
は
、
「
今
回
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
米
英
集
団
が
操
り
、
わ
が
国
に
よ
る
極
東
問
題

の
平
和
的
解
決
に
つ
い
て
の
基
本
提
案
を
拒
絶
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
な
お
極
東
問
題
の
平
和
的
解
決
に
精
一
杯
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
人
民
軍
と
と
も
に
余
儀
な
く
実
施
さ
せ
ら
れ
て
い
る
米
国
侵
略
軍
へ
抵
抗
す
る
軍
事
行
動
が
、
早
急
に
終
結
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
）

う
中
国
人
民
志
願
軍
に
対
し
何
と
か
し
て
勧
告
し
た
い
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
こ
う
し
て
中
国
か
ら
三
つ
の
条
件
が
提
示
さ
れ
た
と
解
釈

で
き
る
。
伍
修
権
は
志
願
軍
の
「
軍
事
行
動
が
、
早
急
に
終
結
す
る
よ
う
何
と
か
し
て
勧
告
し
た
い
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
条
件
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
停
戦
か
戦
闘
続
行
か
の
選
択
を
国
連
に
迫
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
条
件
は
三
八
度
線
に
全
く
言
及
し

て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
中
国
が
三
八
度
線
を
重
視
し
、
そ
の
越
境
を
確
定
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
中
国
は
三
八
度
線
の
意
義
を
外
交
的
に
認
識
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
三
八
度
線
に
は
あ
え
て
外
交
的
に
言
及
せ
ず
に
、
軍
事

行
動
を
も
っ
て
そ
の
越
境
と
い
う
行
為
を
外
交
に
有
利
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
周
恩
来
は
一
二
月
二
二
日
、
「
米
国
が
侵
略
に
失
敗
し
て
か
ら
停
戦
に
賛
成
す
る
」
の
は
、
「
一
息
入
れ
る
時
間
を
か
せ
ぎ
、
再
戦
を
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

備
し
、
少
な
く
と
も
現
有
の
侵
略
陣
地
を
保
持
し
、
再
進
攻
を
準
備
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
」
で
あ
る
と
声
明
を
発
表
し
た
。
周
恩
来

は
ま
た
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
全
て
の
外
国
軍
が
朝
鮮
か
ら
撤
退
し
、
朝
鮮
の
内
政
は
朝
鮮
人
民
が
自
ら
解
決
す
る
と
い
う
朝
鮮
問
題
の
平

和
的
調
停
交
渉
の
基
礎
を
堅
持
す
る
。
米
国
侵
略
軍
は
台
湾
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
華
人
民
共
和
国
の
代
表
は
国
連
に
お
け

る
合
法
的
地
位
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
同
月
一
六
日
に
伍
修
権
が
記
者
招
待
会
で
語
っ
た
三
条
件

を
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
外
交
的
に
は
三
八
度
線
で
停
戦
し
和
平
交
渉
に
入
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
動
き
に
対
し
、
中
国
は
、
こ
れ
は
三
八
度
線

を
旧
来
と
同
様
に
境
界
と
す
る
こ
と
を
政
治
的
に
承
認
す
る
に
等
し
く
、
「
以
後
朝
鮮
問
題
を
徹
底
的
に
解
決
す
る
と
い
う
政
治
目
標
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
）

影
響
を
与
え
る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
（
第
二
次
）
戦
役
の
結
果
が
中
央
軍
事
委
員
会
と
毛
沢
東
が
志
願
軍
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
描
）

国
前
及
び
第
二
次
戦
役
前
に
構
想
し
た
こ
と
を
遙
か
に
越
え
た
」
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
中
国
が
積
極
的
に
「
米
帝
国
主
義
」
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（
姫
）

と
の
対
決
を
意
図
し
て
介
入
し
た
と
い
う
目
的
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
章
　
結
　
語

中国の朝鮮戦争第一次、第二次戦役

　
以
上
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
準
備
不
足
の
ま
ま
参
戦
し
た
中
国
は
、
ま
ず
韓
国
軍
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
限
定
し
、
国
連
軍
と
の
戦
闘
を
回
避
す
る
こ
と
で
時
間
を
稼

ご
う
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
比
較
的
長
期
化
を
想
定
し
た
戦
略
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
同
時
に
そ
の
戦
略
に
は
当
初
か

ら
米
国
と
の
外
交
交
渉
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
現
地
指
揮
官
の
彰
徳
懐
は
、
次
第
に
露
呈
す
る
志
願
軍
の
損
害
と
欠
点
に
、

早
く
も
第
一
次
戦
役
の
段
階
か
ら
休
息
、
補
給
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
第
二
次
戦
役
は
、
毛
沢
東
が
戦
局
を
一
転
さ
せ
る
も
の
と
し
て
発
動
し
た
の
に
対
し
、
彰
徳
懐
は
休
息
、
補
給
を
確
実
に
す
る
た
め
に

戦
線
を
押
し
進
め
て
お
く
と
し
て
実
施
し
た
。
国
連
軍
と
韓
国
軍
の
総
退
却
が
幸
い
し
、
補
給
線
へ
の
空
爆
や
圧
倒
的
な
火
力
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
志
願
軍
は
快
進
撃
を
続
け
、
】
二
月
六
日
に
は
平
壌
を
占
領
し
た
。
中
朝
国
境
を
越
え
て
か
ら
わ
ず
か
】
ヵ
月
半
で
志
願
軍

は
北
朝
鮮
を
ほ
ぼ
回
復
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
戦
争
の
長
期
化
を
想
定
し
て
い
た
中
国
と
し
て
は
、
そ
の
後
の
戦
略
を
早
急
に
策
定
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
最
も
重
要
な
問
題
は
、
三
八
度
線
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

　
志
願
軍
が
三
八
度
線
を
越
え
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
国
連
を
め
ぐ
る
外
交
闘
争
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
毛

沢
東
は
二
一
月
七
日
の
周
恩
来
・
パ
ニ
ッ
カ
ー
会
談
と
そ
の
後
の
国
連
に
お
け
る
一
三
ケ
国
提
案
決
議
に
よ
っ
て
、
三
八
度
線
を
越
え
る

こ
と
に
、
さ
ら
に
明
確
な
政
治
的
意
義
を
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
国
連
が
三
八
度
線
を
境
界
と
す
る
停
戦
交
渉

を
呼
び
か
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
三
八
度
線
を
越
境
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
朝
側
は
政
治
的
に
有
利
な
立
場
に
立
て
る
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
毛
沢
東
と
し
て
は
従
来
か
ら
積
極
的
に
「
米
帝
国
主
義
」
と
対
決
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
以
上
、
中
朝
側
主
導
に
よ
る
優
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位
な
停
戦
交
渉
を
始
め
る
た
め
に
も
、
三
八
度
線
を
越
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
決
戦
に
持
ち
込
む
た

め
の
戦
役
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
予
想
さ
れ
る
「
最
後
の
決
戦
」
の
前
哨
戦
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
「
最
後
の

決
戦
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
朝
側
に
有
利
な
情
況
で
始
ま
る
政
治
交
渉
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
た
し
、
そ
れ
が
実
現
で
き
な
い
場

合
の
よ
り
大
規
模
な
軍
事
的
攻
勢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
だ
が
彰
徳
懐
は
毛
沢
東
の
こ
う
し
た
三
八
度
線
の
政
治
的
意
義
を
認
め
な
か
っ
た
。
彰
徳
懐
が
国
連
を
め
ぐ
る
外
交
闘
争
を
ど
こ
ま
で

承
知
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
は
現
地
の
指
揮
官
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
彰
徳
懐
は
留

保
条
件
を
付
け
た
上
で
、
三
八
度
線
越
境
作
戦
に
同
意
し
た
。
彰
徳
懐
は
、
毛
沢
東
も
戦
争
の
長
期
化
を
予
想
し
、
翌
年
の
大
規
模
攻
勢

を
構
想
し
、
そ
の
た
め
の
休
息
、
補
給
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
い
う
共
通
の
戦
略
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三

八
度
線
越
境
に
妥
協
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
国
参
戦
後
の
朝
鮮
戦
争
初
期
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
中
国
は
現
実
の
戦
闘
と
、
外
交
闘
争
の
両
面
か
ら
三
八
度
線
の
意

義
な
い
し
は
重
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
志
願
軍
の
行
動
と
補
給
に
と
っ
て
三
八
度
線
は
重
要
な
限
界
で
あ
っ
た

し
、
停
戦
交
渉
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
の
有
利
な
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
三
八
度
線
は
重
要
な
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

経
験
と
認
識
は
、
中
国
が
一
九
五
一
年
初
頭
に
さ
ら
に
強
硬
な
姿
勢
を
打
ち
出
す
契
機
と
な
っ
た
と
と
も
に
、
そ
の
後
志
願
軍
が
進
撃
を

続
け
た
上
で
国
連
軍
の
反
撃
に
遭
い
、
中
国
が
七
月
に
本
格
的
な
停
戦
交
渉
を
受
け
入
れ
る
際
の
基
礎
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
頁
。

後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
平
松
茂
雄
『
中
国
と
朝
鮮
戦
争
』
、
動
草
書
房
、
一
九
八
八
年
、
一
四
一
～
一
七
一
頁
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

《
当
代
人
物
伝
記
》
叢
書
編
輯
部
編
『
彰
徳
懐
伝
』
、
当
代
中
国
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
三
年
、
四
三
七
～
四
三
八
頁
。

林
慈
暉
、
範
守
信
、
張
弓
『
一
九
四
九
～
一
九
八
九
年
的
中
国
　
凱
歌
行
進
的
時
期
』
、
河
南
人
民
出
版
社
、
開
封
、
一
九
八
九
年
、

一
八
九
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暁
季
、

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

『
建
国
以
来
毛
沢
東
文
稿
』
第
一
冊
（
以
下
、
『
文
稿
』
と
略
す
）
、
中
央
文
献
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
七
年
、
五
五
六
頁
。

同
右
、
五
五
八
頁
。

拙
稿
「
中
国
の
朝
鮮
戦
争
参
戦
問
題
」
、
『
軍
事
史
学
』
第
三
〇
巻
第
二
号
（
一
九
九
四
年
九
月
）
、
四
～
一
二
頁
。

『
文
稿
』
、
五
五
八
頁
。

同
右
、
五
七
五
頁
。

同
右
、
五
七
七
頁
。

軍
事
科
学
院
軍
事
歴
史
研
究
部
編
著
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
争
戦
史
』
、
軍
事
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八
年
、

中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
編
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
中
国
人
民
解
放
軍
戦
士
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
～
年
、

『
文
稿
』
、
五
九
一
～
五
九
二
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
八
六
頁
。

『
文
稿
』
、
五
八
八
～
五
八
九
頁
。

た
と
え
ば
同
右
、
五
九
九
頁
、
六
〇
一
～
六
〇
三
頁
等
参
照
。

同
右
、
六
〇
四
頁
。

同
右
、
五
八
二
頁
、
五
九
四
頁
。

前
掲
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
史
』
、
二
四
頁
。

同
右
、
二
六
頁
。
前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
一
七
頁
。

郡
礼
峰
「
新
中
国
軍
事
活
動
紀
実
　
一
九
四
九
～
↓
九
五
九
』
、
中
共
党
史
資
料
出
版
社
、
北
京
、
　
↓
九
八
九
年
、
一
四
一
頁
、

　
王
立
兵
主
編
『
建
国
以
来
軍
史
百
椿
大
事
』
、
知
識
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
二
年
、
六
六
頁
。

蓼
国
良
、
李
士
順
、
徐
焔
『
毛
沢
東
軍
事
思
想
発
展
史
』
、
解
放
軍
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
三
六
四
頁
。

彰
徳
懐
伝
記
編
写
組
編
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
中
央
文
献
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八
年
、
三
二
九
～
一
二
三
〇
頁
。

『
文
稿
』
、
六
一
〇
頁
。

同
右
、
六
〇
九
頁
。

同
右
、
六
二
一
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
一
八
頁
。

二
、
一
頁
。

六
八
六
頁
。

及
び
李
澄
、
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九
二
七
～
一
九
八
七
）
』

国
出
版
社
、

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
三
〇
～
三
三
頁
。

『
文
稿
』
、
六
二
二
頁
。

楊
鳳
安
、
王
天
成
『
駕
駅
朝
鮮
戦
争
的
人
』
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
三
年
、
一
三
五
頁
。

前
掲
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
史
』
、
三
二
頁
。

『
文
稿
』
、
六
四
〇
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
一
九
頁
。
前
掲
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
史
』
、
三
四
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
八
七
～
六
八
八
頁
。

『
文
稿
』
、
六
四
七
頁
。

「
抗
美
援
朝
開
始
後
財
経
工
作
的
方
針
」
、
中
共
中
央
文
献
編
輯
委
員
会
編
『
陳
雲
文
選
（
一
九
四
九
～
一
九
五
六
）
』
、
人
民
出
版
社
、
北
京
、

　
　
　
　
一
一
二
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
四
四
～
三
四
五
頁
。

『
文
稿
』
、
六
五
三
頁
。

『
文
稿
』
、
六
五
八
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
三
五
～
三
四
二
頁
。
ま
た
江
擁
輝
『
三
八
軍
在
朝
鮮
』
、
遼
寧
人
民
出
版
社
、
藩
陽
、
一
九
九
一
年
、
七
五
頁

た
と
え
ば
前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
八
九
頁
。
軍
事
科
学
院
軍
事
歴
史
研
究
部
編
『
中
国
人
民
解
放
軍
六
〇
年
大
事
記
（
一

　
　
　
　
　
　
　
、
軍
事
科
学
出
版
社
、
北
京
、
四
九
九
～
五
〇
〇
頁
。
《
当
代
中
国
叢
書
》
編
輯
部
編
『
当
代
中
国
的
公
安
工
作
』
、
当
代
中

　
　
　
北
京
、
一
九
九
二
年
、
三
六
四
頁
。
『
文
稿
』
、
六
七
八
～
六
七
九
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
四
一
頁
。

『
文
稿
』
、
六
七
二
頁
。

同
右
、
六
七
三
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
。
三
四
五
～
三
四
六
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
思
想
発
展
史
』
、
三
六
五
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
四
七
頁
。
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中
央
軍
事
委
員
会
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
七
二
～
六
七
三
頁
。

同
右
、
六
九
〇
頁
。

元
志
願
軍
参
謀
長
解
方
の
談
話
記
録
、
前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
二
七
頁
。

《
彰
徳
懐
自
述
》
編
輯
組
編
『
彰
徳
懐
自
述
』
、
人
民
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
一
年
、
二
五
九
頁
。

『
文
稿
』
、
六
八
七
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
四
七
～
三
四
八
頁
。

『
文
稿
』
、
六
五
〇
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
四
二
～
三
四
四
頁
。
『
文
稿
』
、
六
五
七
頁
。
前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
九
〇
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
九
〇
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
三
三
頁
。

前
掲
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
史
』
、
六
〇
頁
。

『
文
稿
』
、
六
八
九
頁
。

前
掲
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
史
』
、
六
一
頁
。

『
文
稿
』
、
六
九
二
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
思
想
発
展
史
』
、
三
六
六
頁
。

白
善
樺
『
対
ゲ
リ
ラ
戦
』
、
原
書
房
、
一
九
九
三
年
、
↓
四
二
頁
。

前
掲
『
中
国
人
民
志
願
軍
抗
美
援
朝
戦
史
』
、
六
四
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
三
一
頁
。

前
掲
『
三
八
軍
在
朝
鮮
』
、
↓
二
六
頁
。

『
文
稿
』
、
六
九
六
頁
。

こ
の
停
止
命
令
は
、
一
二
月
一
日
に
中
央
軍
事
委
員
会
及
び
東
北
軍
区
司
令
部
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
電
報
に
お
い
て
請
訓
さ
れ
、
翌
二
日
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右
、
参
照
。

同
右
、
六
九
九
頁
。

同
右
、
七
〇
七
頁
。
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（
7
0
）

（
7
1
）

（
7
2
）

（
7
3
）

（
7
4
）

（
7
5
）

（
7
6
）

（
7
7
）

（
7
8
）

（
7
9
）付

毛
沢
東
か
ら
彰
徳
懐
等
宛
電
報
の
注
釈
の
中
で
一
部
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
8
0
）

（
81
）

（
8
2
）

（
8
3
）

（
8
4
）

（
8
5
）

（
8
6
）

（
87
）

（
8
8
）

（
8
9
）央

文
献
出
版
社
、

（
9
0
）

（
9
1
）

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
八
O
頁
。

『
文
稿
』
、
七
〇
九
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
五
〇
～
三
五
一
頁
。

『
文
稿
』
、
七
｝
二
頁
。

『
人
民
日
報
』
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
七
日
。

『
文
稿
』
、
七
一
二
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
三
七
頁
。

『
文
稿
』
、
七
二
二
頁
。

杜
平
『
在
志
願
軍
総
部
』
、
解
放
軍
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九
年
、
一
四
二
頁
。

こ
の
彰
徳
懐
の
建
議
の
詳
細
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
に
収
録
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
一
二
昼
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
書
、
六
九
二
頁
。
ま
た
前
掲
『
彰
徳
懐
伝
』
、
四
三
七
頁
参
照
。

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
五
五
～
三
五
六
頁
。

前
掲
『
三
八
軍
在
朝
鮮
』
、
二
四
八
頁
。

前
掲
『
彰
徳
懐
自
述
』
、
二
六
〇
頁
。

洪
学
智
『
抗
美
援
朝
戦
争
回
憶
』
、
解
放
軍
文
芸
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
、
九
九
頁
。

『
文
稿
』
、
七
二
四
～
七
二
五
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
選
　
内
部
本
』
、
六
九
一
～
六
九
二
頁
。

前
掲
『
抗
美
援
朝
戦
争
回
憶
』
、
一
〇
〇
頁
。

『
文
稿
』
、
七
一
九
～
七
二
〇
頁

前
掲
『
彰
徳
懐
軍
事
文
選
』
、
三
五
七
～
三
五
八
頁
。

『
文
稿
』
、
七
三
三
頁
。
中
共
中
央
文
献
研
究
室
・
中
国
人
民
解
放
軍
軍
事
科
学
院
編
『
毛
沢
東
軍
事
文
集
』
第
六
巻
、
軍
事
科
学
出
版
社
、
中

　
　
　
　
　
北
京
、
一
九
九
三
年
、
二
四
九
頁
。

前
掲
『
毛
沢
東
軍
事
文
集
』
、
二
五
一
頁
の
注
釈
参
照
。

『
文
稿
』
、
七
五
九
頁
。
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